
　
去
年
の
今
頃
、
普
通
に
社
会
生
活

を
し
て
い
た
こ
ろ
が
懐
か
し
く
思
え

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
２
０
１
９
年
11
月
に
中
国
武
漢
市

で
「
原
因
不
明
の
ウ
イ
ル
ス
性
肺
炎
」

が
最
初
に
確
認
さ
れ
て
以
来
、
あ
っ

と
い
う
間
に
中
国
全
土
に
感
染
が
拡

が
り
、
世
界
に
も
感
染
が
急
拡
大
し

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
陥
り
ま
し
た
。

　
我
が
沖
縄
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
２
ヶ
月
、
新
規
感
染

者
０
人
の
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
終
息
し
て
ほ
し
い
と
願
う

ば
か
り
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
私
た
ち
の
社
会
生

活
、
経
済
活
動
、
教
育
現
場
等
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
様
変
わ
り
し
た

社
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
６
月
定
例
会
に
お
い
て
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
が
数
多

く
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
の
時
に
お
い
て
は
、今
後
も
迅
速

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
調
査
特
別
委
員
会
で
も
市
民

が
必
要
な
情
報
発
信
と
市
民
が
読
み

た
く
な
る
「
議
会
だ
よ
り
」
の
紙
面

作
り
に
日
々
奮
闘
し
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、「
議
会
だ
よ
り
」
に
対
す
る

要
望
な
ど
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
結
び
に
、市
民
の
皆
様
、今
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を

し
っ
か
り
行
う
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

議
会
広
報
委
員
　
宮
平
　
憲
二

市内の風景や自然、おすすめのスポットなど、
南城市の魅力をアピールできる写真を募集します。
皆様の自慢の写真をお待ちしています。

▶ 応募作品は返却しないものとします。
▶ 応募作品は未発表のものに限り、他のコンテスト等と二重応募は不可とします。
▶ 応募者ご本人で撮影したもので、一切加工を施していないものに限ります。
▶ 応募作品の所有権、複製等全ての著作権は南城市議会事務局に帰属するとともに、
南城市議会事務局が行う全ての活動で使用できるものとします。

▶ 人物が写り肖像権が発生した場合、南城市議会事務局ではその責任を負いかねます。
（人物が撮影されている場合は、応募者が責任をもって被写体ご本人に確認を行い、肖像権について承諾を得てください。）

宛先・お問合せ先：南城市議会事務局
E-mail gikai@city.nanjo.okinawa.jp　TEL 098-917-5405　FAX 098-917-5438

応募作品は、下記アドレスへ送信をお願いします。メール本文にタイトル、住所、氏名、
電話番号、撮影場所、撮影年月日をご記入の上、送信して下さい。記載された個人
情報は、応募作品に関する問合わせ等、必要な範囲内で使用します。

　「市議会だより」について、
ご意見・ご感想・ご要望をお
待ちいたしております。下記
までお寄せください。

　皆様が選んだ代表がどのような活動をし、どの
ような発言をしているのか、自分の目で見て、聞い
て確認してみませんか。市政を知る良い機会です。
　次回の定例会は９月に召集される予定です。

市民と議会をつなぐコミュニケーション機関誌

令和２年６月定例会号

2020年８月
第58号

　６月13日（土）に南城市役所および公共駐車場でドライブインシ
アター「シネマピクニック」（主催：株式会社シュガートレイン）が
行われました。約360台の車が参加し、市庁舎に張られたスクリー
ンとFMラジオからの音声で、車の中から映画を楽しみました。公
共駐車場は今定例会で「南城市観光振興拠点施設」として条例整備（議
案第31号・4ページ）もされ、これから多様な利用のされ方が期待
されます。（写真提供：企画部政策調整室）

https://www.city.nanjo.okinawa.jp/shisei/gikai/search/

ご意見・ご感想
あなたも市議会を
傍聴してみませんか？

応募
方法

お写真
待ってます

表紙写真募集

◆ 議案ピックアップ………………２～７
◆ 一般質問…………………………10～19
◆ 意見書・決議……………………20～23

記

編
集
後

https://www.city.nanjo.okinawa.jp/shisei/gikai/live/

　ホームページで議会中継の動画
を公開しています。
　会議名や議員名を指定してご視
聴いただくことが可能です。

　ホームページで議会議事録を公
開しています。
　会議終了後、約3カ月後の公開
となりますことをご了解ください。

議会インターネット中継 議会議事録公開
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議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

令和2年度南城市一般会計補正予算（第2号）について議案
第29号

令和２年度南城市一般会計補正予算（第1号）について議案
第26号

【事業者向け】
・南城市新型コロナウイルス感染症対策事業者応援支援金（観光商工課）
・保育園等支援給付金事業（子育て支援課）
・放課後児童クラブ支援給付金事業（子育て支援課）
・農産物安定生産奨励事業（産業振興課）
・水産業活力支援事業（産業振興課）
・畜産農家支援事業（産業振興課）

6,000万円
310万円
260万円
1,225万円
7,014万円
356万円

【市民向け】
・南城市子育て世帯臨時特別給付金（市民課）
・認可外保育園等保育料補助事業（子育て支援課）
・妊婦感染予防対策事業（健康増進課）
・生活困窮者生活支援事業（社会福祉課）
・南城市高齢者一時保護事業（生きがい推進課）
・幼稚園、小中学校開校時感染予防対策事業（教育指導課）
・就学援助世帯支援事業（教育指導課）
・新型コロナウイルス感染拡大防止対策事業（健康増進課）
・救急搬送用資機材臨時負担金（総務課）
・公共施設消毒事業（政策調整室）

8,401万1千円
737万円

393万1千円
100万円
160万円

439万4千円
924万9千円
299万8千円
629万7千円
198万円
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令和２年（2020年）６月定例会号 令和２年（2020年）６月定例会号

　３月定例会終了から６月定例会の間に、二度の臨時会が開催されました。それぞれ新型コロ
ナウイルス感染症緊急対策に伴う補正予算等が主です。議会では執行部から議案の説明を聴
取し、慎重かつ速やかな審議を行いすべて全会一致で可決し、必要に応じて意見書等を発委し
可決しております。また、議員の政務活動費の半期分を減額しコロナ対策に充当できるよう措
置しました。

　「新型コロナウイルス感染症緊急対策」に伴う特別定額給付
金事業費45億1,348万１千円について審議し、全会一致で可決
しました。
　また、市民県民の生命と健康を守るための具体的要求を列記
し、下記意見書及び要請決議を全会一致で可決しました。

　補正額は国の事業である「子育て世帯臨時特別給付金給付事業」も入れ総額2億9,384万５千円で
す。市独自のコロナ対策事業として２億1,135万４千円の補正を行いました、その主な内容は次の通
りです。

市長へ要請
　令和２年第２回南城市臨時会において可決
されました、新型コロナウイルス感染症対策
に関する要請決議等を５月１日（金）に瑞慶覧
長敏市長へ提出しました。
　また、定額給付金など、給付を求める方々に
１日でも早く給付できるよう、現金給付も含
めた早急な対応を求めました。

　新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金の支給に関する特例を定める。

南城市国民健康保険条例の一部を改正する条例議案第27号

　新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金の支給について、沖縄県後期
高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例（平成19年沖縄県後期高齢者医療広域連合条例第
32号）の一部が改正されたことに伴い、南城市後期高齢者医療に関する条例を改正する。

南城市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例議案第28号

　新型コロナウイルス感染症による感染拡大の影響を受け、市民の生活や経済活動
等への自粛が求められ、家計や企業等の経済的負担がますます増大している。
　よって、市議会として市民生活支援や感染防止対策の観点から令和２年度政務活
動費の半期分を減額する。

南城市議会議員の政務活動費の臨時特例に関する条例発委第５号

第２回臨時会（５月１日）

第3回臨時会（5月25日）

●発意第3号　新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書（宛先：沖縄県知事）
●発意第4号　新型コロナウイルス感染症対策に関する要請決議（宛先：南城市長）
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　本議案は、南城市観光振興拠点施設（公共駐車場）を設置するに当たって、条例を制定する必要があ
ることから提案された議案であります。
　委員会の中で、施設を公共駐車場として利用する場合の料金設定や徴収方法、市内各種団体が施設
を利用する場合の料金の減免措置などについて議論されましたが、議論を深められるような回答が
ない事から継続審議にすべきではないかとの意見も出された中、施設を早期に利活用するべきとの
判断の元、附帯決議を付することで原案可決することとなりました。
附帯決議書は23ページ。

南城市観光振興拠点施設条例について

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　当該道路の路線を変更することにより、嶺井区内の通過交通
が減り交通安全の向上が図られると共に安全で利便性の良い
道路を整備するため、道路法第10条第２項の規定により市道
の路線を変更する提案がされ、全会一致で可決されました。

路 線 名　嶺井土改1号～高俣線
起　　点　南城市大里字嶺井398番
終　　点　与那原町字上与那原161番1　（新）
　　　　　南城市大里字嶺井44番　（旧）
延長区間　Ｌ＝109ｍ
　　　　　南城市区間延長　Ｌ＝60ｍ
　　　　　与那原町区間延長　Ｌ＝49ｍ

議案第35号 市道の変更について

　南城市災害時要援護者避難支援計画策定委員会の設置に伴い、南城市附属機関に関する条例を改
正する必要があり、今回改正するものです。
　策定委員は15名ほどで構成し、まずは全体計画の作成を行います。その後、要配慮者の把握、避難
行動要支援者名簿の作成、最終的に個別計画を行う予定です。

議案第33号

議案第31号

南城市附属機関に関する条例の一部を
改正する条例について

　平成28年度から導入し、平成28年度に中学校と久高小
中学校、平成29年度に小学校4,5,6年、平成30年度に
1,2,3年、普通教室と特別支援学級、理科教室に整備した。
その後、普通教室の増、特別支援学級の増、学校から特別教
室の要望があり、今回43台を予定している。
　平成30年度までに小学校で141台、中学校で61台、計
202台を導入している。今後、電子黒板を活用しICT技術
を活用して様々な学習環境の変化に柔軟に対応して行く。

議案第37号

　Nバスは(小型路線バス自動車)７台で運営しているが、時間帯(学生の登下校時間等)における利用者
数の多い路線については乗車できない状況がある。また、乗車時間が長時間にわたることから小学校低学
年の児童に出来るだけ多くの座席を提供する必要がある。
　現在、中型バスを２台リースで使用しているが、リース料と新車購入費を比較するとほぼ同額であるこ
とから、１台のリースは継続するが新車１台を購
入する。Nバスについては様々な意見が寄せられ
ており、課題解決に向けて検討している状況とい
う事を確認し全会一致で可決されました。

契約の方法　　一般競争入札
契約の相手方　　沖縄日野自動車株式会社
契 約 金 額　　2,805万円(税込)

南城市支線バス用中型路線バス自動車
購入物品売買契約について

南城市立小中学校電子黒板等導入
物品売買契約について
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とから、１台のリースは継続するが新車１台を購
入する。Nバスについては様々な意見が寄せられ
ており、課題解決に向けて検討している状況とい
う事を確認し全会一致で可決されました。

契約の方法　　一般競争入札
契約の相手方　　沖縄日野自動車株式会社
契 約 金 額　　2,805万円(税込)

南城市支線バス用中型路線バス自動車
購入物品売買契約について

南城市立小中学校電子黒板等導入
物品売買契約について

議案第36号

第４回６月定例会第４回６月定例会

南城市議会だより  No.58南城市議会だより  No.58 45

令和２年（2020年）６月定例会号 令和２年（2020年）６月定例会号



議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

【令和２年６月定例会】

309億9,735万3千円

56億7,932万4千円

4億2,838万3千円

11億3,900万2千円
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補正なし

補正なし
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補正なし
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補正なし

補正なし

補正予算の概要
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久高島観光振興事業（2,066万７千円）
　観光誘客事業の自走化に向け、実施主体である久高島振興会に補助金を交付し、観光
ガイド育成プログラムと体験プログラムを行うものであります。
　担当課からは自走化に向け振興会としっかり連携をとり進めていきたいとの説明があ
りました。

ＩＣ旅券交付窓口端末機購入（34万９千円）
　平成22年度から、沖縄県より権限移譲された旅券交付事務について、窓口端末機のリー
ス契約が７月に切れるため、今回入替の指示があったためです。

予防接種事業（925万７千円）
　胃腸炎を発症させるロタウイルスが、令和２年10月よ
り定期予防接種となるためのものです。令和２年８月１
日以降に生まれた方が対象（272名見込み）で、接種方法
は２～３回で選択制となっております。

令和2年度南城市一般会計補正予算（第3号）について議案
第38号

産
業
教
育
委
員
会
関
連

知念屋外運動場整備工事費（134万９千円）
　今年度はトイレと倉庫を整備します。これで事業完了となる予定です。土木建築部関
連ではそれ以外に、職員の産休代替として会計年度任用職員の人件費等（119万３千円）
を補正しました。

災害に強い高機能型栽培施設の導入推進事業補助金
（3,292 万 8千円）
　一括交付金を活用して行う事業ですが、事業主体はJAで受益農家は南風原・八重瀬・
南城の農家です。一番事業量の多い南城市が窓口となって取りまとめていきます。今回
の品目はトルコギキョウですが、次年度はサヤインゲンやキュウリを県に要望していく
予定です。

小中学校校内LAN及び電源キャビネット整備工事（8,613万円）
　文部科学省が推進するGIGAスクール構想事業の一環です。９月補正で市内小中学校の
全児童生徒用にタブレットを購入する予定ですが、そのタブレットを補完するキャビネッ
トと学校内のLANを整備する補正予算です。児童生徒がタブレットを家庭でも使えるよ
う、教育委員会では小中学校の協力を得ながら、児童生徒の各家庭のWi-Fi環境の状況な
どを調査中です。教育委員会関連ではそれ以外に、国の休業要請（３月２日から２週間）
に応じて生じた学校給食費に関する学校臨時休業違約金（167万7千円）や過誤納付還付
金（248万円）を補正しました。
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　平成22年度から、沖縄県より権限移譲された旅券交付事務について、窓口端末機のリー
ス契約が７月に切れるため、今回入替の指示があったためです。

予防接種事業（925万７千円）
　胃腸炎を発症させるロタウイルスが、令和２年10月よ
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議員別表決状況

内容案内件　　名

定例会（6月）で決まったこと令和２年第４回南城市議会

議決
結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

可　　決
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原案可決

原案可決

原案可決

採　　択

採　　択

決　　定

議案
番号

南城市観光振興拠点施設条例について

議案第31号南城市観光振興拠点施設条例の附帯決議について

南城市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について

南城市附属機関に関する条例の一部を改正する条例について

南城市税条例の一部を改正する条例について

市道の変更について

南城市支線バス用中型路線バス自動車購入物品売買契約について

南城市小中学校電子黒板等導入物品売買契約について

令和２年度南城市一般会計補正予算（第３号）について

こども医療費助成制度の改善を求める意見書について

沖縄県における通院のこども医療費助成制度の早期拡充を求める意見書について

沖縄県における通院のこども医療費助成制度の早期拡充を求める決議について

本土と沖縄の医療格差の是正を求める意見書について

若年がん患者の在宅療養支援を求める意見書について

若年がん患者の在宅療養支援を求める意見書について

若年がん患者の在宅療養支援を求める決議について

新型コロナウイルス感染症対策に関する要請決議について

県道77号線と県道86号線が交差する仲間交差点の改良を求める要請決議について

県道17号線、湧稲国地区における狭隘箇所の早期改善を求める要請決議について

南部東道路の早期完成を求める要請決議について

中城湾港佐敷地区沿岸部の住環境悪化への対応を求める要請決議について

新型コロナウイルスの影響によるひとり親家庭等への支援について（陳情）

新型コロナウイルス感染拡大に関する経済対策の支援要請について

閉会中の継続調査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会）
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議員別表決状況

内容案内件　　名

定例会（6月）で決まったこと令和２年第４回南城市議会

議決
結果

原案可決
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原案可決

採　　択

採　　択

決　　定

議案
番号

南城市観光振興拠点施設条例について

議案第31号南城市観光振興拠点施設条例の附帯決議について

南城市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について

南城市附属機関に関する条例の一部を改正する条例について

南城市税条例の一部を改正する条例について

市道の変更について

南城市支線バス用中型路線バス自動車購入物品売買契約について

南城市小中学校電子黒板等導入物品売買契約について

令和２年度南城市一般会計補正予算（第３号）について

こども医療費助成制度の改善を求める意見書について

沖縄県における通院のこども医療費助成制度の早期拡充を求める意見書について

沖縄県における通院のこども医療費助成制度の早期拡充を求める決議について

本土と沖縄の医療格差の是正を求める意見書について

若年がん患者の在宅療養支援を求める意見書について

若年がん患者の在宅療養支援を求める意見書について

若年がん患者の在宅療養支援を求める決議について

新型コロナウイルス感染症対策に関する要請決議について

県道77号線と県道86号線が交差する仲間交差点の改良を求める要請決議について

県道17号線、湧稲国地区における狭隘箇所の早期改善を求める要請決議について

南部東道路の早期完成を求める要請決議について

中城湾港佐敷地区沿岸部の住環境悪化への対応を求める要請決議について

新型コロナウイルスの影響によるひとり親家庭等への支援について（陳情）

新型コロナウイルス感染拡大に関する経済対策の支援要請について

閉会中の継続調査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会）
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松田  兼弘宮城  康博

仲間  光枝

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
防
止
し
市
民
の

命
を
守
り
、
同
時
に
経
済
・
社
会
活
動

の
制
限
で
生
じ
た
暮
ら
し
と
経
済
の
打

撃
と
苦
難
の
救
済
に
全
力
を
尽
く
す
と

き
で
す
。

⑴
納
税
が
困
難
な
方
へ
特
例
制
度
の
活

用
の
周
知
を
求
め
ま
す
。

⑵
社
会
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
①
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い

て

　
②
介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
③
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付

猶
予
の
相
談
に
つ
い
て

⑶
生
活
保
護
相
談
に
つ
い
て

●
総
務
部
長
　
屋
比
久
　
正
明

⑴
税
猶
予
の
対
象
は
、
令
和
２
年
２
月

以
降
、
前
年
度
同
時
期
に
比
べ
て

20
％
以
上
減
少
の
納
税
者
。

　
　
令
和
３
年
１
月
31
日
ま
で
の
個
人

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
、
国
民
健
康
保
険
税
。

　
　
特
例
制
度
は
、市
広
報
誌
に
掲
載
。

●
市
民
部
長
　
永
吉
　
盛
哲

⑵
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
は
世
帯
主

の
死
亡
又
は
、
重
篤
な
傷
病
を
負
っ

た
世
帯
は
全
額
免
除
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

　
生
計
者
の
事
業
収
入
・
給
与
収
入

等
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
時
は
減
収

の
割
合
に
応
じ
て
減
免
。

　
　
年
金
の
納
付
猶
予
相
談
は
５
月
１

日
よ
り
国
保
年
金
課
窓
口
で
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
福
祉
部
長
　
城
間
　
み
ゆ
き

⑶
介
護
保
険
料
の
減
免
は
、
沖
縄
県
介

護
広
域
連
合
の
規
則
で
減
免
措
置
を

受
け
ら
れ
ま
す
。（
生
き
が
い
推
進

課
で
手
続
）

　
　
生
活
保
護
の
相
談
に
つ
い
て
は
、

生
活
苦
に
陥
る
前
に
早
期
の
支
援
が

出
来
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※

他
に
、水
害
防
止
対
策
等
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
制
定
、
続

く
種
子
法
廃
止
、
そ
し
て
種
苗
法
改
正

案
。
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
る
農
業
施
策

は
、
農
家
と
国
民
を
守
れ
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
の
か
。
本
市
の
現
状
と
絡

め
て
伺
い
ま
す
。

●
農
林
水
産
部
長
　
嶺
井
　
洋
　

　
沖
縄
農
林
水
産
統
計
第
39
次(

Ｈ
21

年
〜
Ｈ
22)

と
第
48
次（
Ｈ
30
〜
Ｒ
１
）を

比
較
す
る
と
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
３
６
８
↓

２
７
９
、露
地
野
菜
95
↓
80
、施
設
野
菜

１
０
２
↓
82
、果
樹
類
41
↓
36
、花
卉
・

花
木
28
↓
25
経
営
体
と
減
少
し
て
い
る
。

南
城
市
産
の
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
・
キ
ュ
ウ

リ
等
を
学
校
給
食
で
利
用
し
て
い
る
が
、

市
民
に
よ
る
地
産
地
消
を
促
進
す
る
に

は
直
売
所
の
位
置
に
課
題
が
あ
る
。種

子
法
、種
苗
法
に
つ
い
て
農
業
委
員
会

等
で
議
論
さ
れ
た
事
は
無
く
、種
苗
法

改
正
案
の
是
非
に
つ
い
て
現
状
で
の
判

断
は
非
常
に
厳
し
い
。今
後
も
農
家
へ

の
負
担
軽
減
に
努
め
、地
産
地
消
に
取

り
組
む
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
し
っ
か
り
と
農
業
を
守
り
、
稼
げ
る

農
業
に
し
て
い
く
事
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
主
な
支
援
事
業
と
特
別
定
額
給
付
金

の
給
付
進
捗
。Ｄ
Ｖ
等
に
よ
る
特
別
な

配
慮
を
要
し
た
事
例
の
有
無
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

●
企
画
部
長
　
糸
数
　
義
人

　
特
別
定
額
給
付
金
の
他
に
、
市
民
向

け
９
事
業
と
事
業
者
向
け
７
事
業
を
実

施
。
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
延

長
や
上
下
水
道
料
金
の
支
払
い
猶
予
、

３
月
分
の
学
校
給
食
費
の
減
額
、
地
方

税
法
改
正
に
伴
う
徴
収
猶
予
の
特
例
申

請
も
受
付
け
る
。

●
総
務
部
長
　
屋
比
久
　
正
明

　
６
月
18
日
ま
で
の
給
付
は
、
４
万
１

千
34
人
（
92
・
１
％
）
を
見
込
む
。
６

月
10
日
時
点
で
Ｄ
Ｖ
等
に
お
け
る
特
別

な
配
慮
を
要
し
た
事
例
は
10
件
。
被
害

者
に
不
利
益
が
出
ぬ
よ
う
慎
重
に
対
応

し
て
い
る
。

●
副
市
長
　
新
屋
　
勉

　
３
つ
の
組
織
を
作
り
対
応
を
進
め
て

き
た
。
今
後
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
。

農
家
・
関
係
機
関
と
連
携
し

地
産
地
消
に
取
り
組
む

答

市
民
生
活
へ
の
影
響
が
最
小
限

に
な
る
よ
う
取
り
組
む

答

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に

つ
い
て

　
前
回
、
北
小
学
校
跡
地
と
い
う
方
針

案
の
様
々
な
問
題
点
を
指
摘
し
た
が
、

市
民
説
明
会
後
ど
の
よ
う
に
進
捗
し
て

い
る
か
、
現
状
を
問
う
。

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇
　

　
市
民
説
明
会
に
お
い
て
市
の
方
針
と

し
て
、
北
小
学
校
跡
地
と
い
う
こ
と
で

説
明
会
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
議
会
か
ら
の
附
帯
決
議
を
含
め
、

様
々
な
課
題
、
問
題
点
な
ど
、
多
数
御

指
摘
を
受
け
、
そ
の
後
、
関
係
部
局
を

交
え
改
め
て
選
定
地
、
候
補
地
に
つ
い

て
検
証
を
行
っ
た
結
果
、
大
里
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
の
一
部
と

南
城
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
敷
地

を
候
補
地
と
し
て
見
直
し
を
行
う
こ
と

で
、
６
月
の
庁
議
で
確
認
を
行
っ
て
お

り
、
現
在
、
各
関
係
機
関
と
最
終
調
整

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
前
回
、
公
立
１
園
の
み
残
す
方
針
案

の
問
題
点
を
指
摘
し
た
が
、市
長
は「
市

民
説
明
会
等
で
出
て
く
る
市
民
の
意
見

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た

対
応
を
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。
そ

の
後
の
経
緯
と
現
段
階
で
の
方
針
を
問

う
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
公
立
の
役
割
そ
の
も
の
に
関
し
て
１

園
で
は
果
た
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
懸
念
の
声
が
あ
り
、
認
定
こ
ど
も

園
移
行
の
方
針
案
を
一
度
取
り
下
げ
再

度
検
証
す
る
。
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行

す
る
方
針
そ
の
も
の
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
公
立
が
果
た
す
役
割
や
公
平

性
な
ど
、
公
立
１
園
で
い
い
の
か
も
含

め
て
再
考
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
再
質
問
で
、
方
針
案
検
証
に
当
た
っ

て
は
財
政
的
側
面
や
職
員
数
に
拘
泥
す

る
こ
と
な
く
「
公
立
の
役
割
」
を
掘
り

下
げ
検
討
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し

た
。
他
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
教
育
委
員
会
及
び
企
画
部
か
ら
答
弁

を
得
ま
し
た
が
、
紙
幅
の
都
合
で
割
愛

し
ま
す
。

　
知
念
地
区
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

オ
ー
ト
バ
イ
の
深
夜
暴
走
行
為
が
あ
る

た
め
安
眠
を
妨
げ
る
な
ど
の
訴
え
が
あ

り
ま
す
。市
民
の
平
穏
な
生
活
を
守
る

た
め
、深
夜
の
暴
走
行
為
を
防
止
す
る

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

●
市
民
部
長
　
永
吉
　
盛
哲

　
オ
ー
ト
バ
イ
の
暴
走
に
よ
る
騒
音
に

つ
い
て
は
、地
域
住
民
か
ら
与
那
原
警

察
署
へ
の
通
報
が
あ
り
、警
察
署
員
が

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
の
継
続
や
回
数

を
増
や
す
な
ど
の
要
請
を
し
て
ま
い
り

た
い
。

　
テ
ダ
ウ
ッ
カ
ー
は
東
御
廻
り
の
巡
礼

地
、参
拝
地
と
し
て
、県
内
各
地
か
ら
多

く
の
参
拝
者
が
訪
れ
て
お
り
ま
す
。台

風
の
常
襲
地
帯
で
あ
る
本
県
に
お
い
て

は
、台
風
に
よ
り
岩
石
が
打
ち
上
げ
ら

れ
参
拝
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉

　
現
況
は
、以
前
と
変
わ
ら
ず
多
く
の

岩
石
が
散
見
さ
れ
ま
す
。今
後
は
参
拝

者
へ
の
支
障
が
出
な
い
よ
う
、地
権
者

で
あ
る
知
名
区
と
協
議
の
上
、対
策
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
地
球
温
暖
化
の
進
展
に
よ
り
、近
年

は
想
定
外
の
豪
雨
が
発
生
し
、住
環
境

に
も
悪
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま

す
。知
名
30
番
地
周
辺
に
も
浸
水
が
あ

り
ま
し
た
。豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
に

つ
い
て
伺
う
。

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉

　
知
名
30
番
地
付
近
に
つ
き
ま
し
て
は

知
名
区
か
ら
も
改
善
の
要
請
が
あ
り
、

現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
大
雨
時
に
周

辺
の
土
地
か
ら
雨
水
が
流
れ
込
ん
で
い

る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。当
該
地
は

背
後
の
丘
陵
地
か
ら
雨
水
が
流
入
す
る

地
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
、補
助
事

業
導
入
等
に
よ
り
、既
設
排
水
路
の
処

理
能
力
の
向
上
や
未
整
備
箇
所
等
の
整

備
延
長
も
含
め
た
対
応
が
で
き
な
い
か

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

質
大
里
南
北
幼
稚
園
統
合
問
題
に

つ
い
て

質

市
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園

移
行
に
つ
い
て

質

種
子
法
廃
止
・
種
苗
法
改
正
の

動
き
に
見
る
農
業
を
取
り
巻
く

状
況
に
つ
い
て

質

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
支
援
に
つ
い
て

質

オ
ー
ト
バ
イ
の
深
夜
暴
走
対
策

に
つ
い
て

質
テ
ダ
ウ
ッ
カ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

質

豪
雨
時
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

質

親川  孝雄

特
別
制
度
の
周
知
に
努
め
ま
す

答

パ
ト
ロ
ー
ル
の
継
続
や
回
数
を

増
や
す
よ
う
要
請
す
る

答

地
権
者
と
協
議
し
対
策
を
検
討

す
る

答
排
水
路
の
処
理
能
力
向
上
や
未

整
備
箇
所
の
整
備
を
検
討

答

南
城
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

敷
地
等
で
最
終
調
整

答

公
立
１
園
で
い
い
の
か
も
含
め

再
考
し
て
い
き
た
い
。

答

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。
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松田  兼弘宮城  康博

仲間  光枝

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
防
止
し
市
民
の

命
を
守
り
、
同
時
に
経
済
・
社
会
活
動

の
制
限
で
生
じ
た
暮
ら
し
と
経
済
の
打

撃
と
苦
難
の
救
済
に
全
力
を
尽
く
す
と

き
で
す
。

⑴
納
税
が
困
難
な
方
へ
特
例
制
度
の
活

用
の
周
知
を
求
め
ま
す
。

⑵
社
会
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
①
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い

て

　
②
介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

　
③
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付

猶
予
の
相
談
に
つ
い
て

⑶
生
活
保
護
相
談
に
つ
い
て

●
総
務
部
長
　
屋
比
久
　
正
明

⑴
税
猶
予
の
対
象
は
、
令
和
２
年
２
月

以
降
、
前
年
度
同
時
期
に
比
べ
て

20
％
以
上
減
少
の
納
税
者
。

　
　
令
和
３
年
１
月
31
日
ま
で
の
個
人

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
、
国
民
健
康
保
険
税
。

　
　
特
例
制
度
は
、市
広
報
誌
に
掲
載
。

●
市
民
部
長
　
永
吉
　
盛
哲

⑵
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
は
世
帯
主

の
死
亡
又
は
、
重
篤
な
傷
病
を
負
っ

た
世
帯
は
全
額
免
除
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

　
生
計
者
の
事
業
収
入
・
給
与
収
入

等
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
時
は
減
収

の
割
合
に
応
じ
て
減
免
。

　
　
年
金
の
納
付
猶
予
相
談
は
５
月
１

日
よ
り
国
保
年
金
課
窓
口
で
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
福
祉
部
長
　
城
間
　
み
ゆ
き

⑶
介
護
保
険
料
の
減
免
は
、
沖
縄
県
介

護
広
域
連
合
の
規
則
で
減
免
措
置
を

受
け
ら
れ
ま
す
。（
生
き
が
い
推
進

課
で
手
続
）

　
　
生
活
保
護
の
相
談
に
つ
い
て
は
、

生
活
苦
に
陥
る
前
に
早
期
の
支
援
が

出
来
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※

他
に
、水
害
防
止
対
策
等
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
制
定
、
続

く
種
子
法
廃
止
、
そ
し
て
種
苗
法
改
正

案
。
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
る
農
業
施
策

は
、
農
家
と
国
民
を
守
れ
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
の
か
。
本
市
の
現
状
と
絡

め
て
伺
い
ま
す
。

●
農
林
水
産
部
長
　
嶺
井
　
洋
　

　
沖
縄
農
林
水
産
統
計
第
39
次(

Ｈ
21

年
〜
Ｈ
22)

と
第
48
次（
Ｈ
30
〜
Ｒ
１
）を

比
較
す
る
と
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
３
６
８
↓

２
７
９
、露
地
野
菜
95
↓
80
、施
設
野
菜

１
０
２
↓
82
、果
樹
類
41
↓
36
、花
卉
・

花
木
28
↓
25
経
営
体
と
減
少
し
て
い
る
。

南
城
市
産
の
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
・
キ
ュ
ウ

リ
等
を
学
校
給
食
で
利
用
し
て
い
る
が
、

市
民
に
よ
る
地
産
地
消
を
促
進
す
る
に

は
直
売
所
の
位
置
に
課
題
が
あ
る
。種

子
法
、種
苗
法
に
つ
い
て
農
業
委
員
会

等
で
議
論
さ
れ
た
事
は
無
く
、種
苗
法

改
正
案
の
是
非
に
つ
い
て
現
状
で
の
判

断
は
非
常
に
厳
し
い
。今
後
も
農
家
へ

の
負
担
軽
減
に
努
め
、地
産
地
消
に
取

り
組
む
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
し
っ
か
り
と
農
業
を
守
り
、
稼
げ
る

農
業
に
し
て
い
く
事
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
主
な
支
援
事
業
と
特
別
定
額
給
付
金

の
給
付
進
捗
。Ｄ
Ｖ
等
に
よ
る
特
別
な

配
慮
を
要
し
た
事
例
の
有
無
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

●
企
画
部
長
　
糸
数
　
義
人

　
特
別
定
額
給
付
金
の
他
に
、
市
民
向

け
９
事
業
と
事
業
者
向
け
７
事
業
を
実

施
。
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
延

長
や
上
下
水
道
料
金
の
支
払
い
猶
予
、

３
月
分
の
学
校
給
食
費
の
減
額
、
地
方

税
法
改
正
に
伴
う
徴
収
猶
予
の
特
例
申

請
も
受
付
け
る
。

●
総
務
部
長
　
屋
比
久
　
正
明

　
６
月
18
日
ま
で
の
給
付
は
、
４
万
１

千
34
人
（
92
・
１
％
）
を
見
込
む
。
６

月
10
日
時
点
で
Ｄ
Ｖ
等
に
お
け
る
特
別

な
配
慮
を
要
し
た
事
例
は
10
件
。
被
害

者
に
不
利
益
が
出
ぬ
よ
う
慎
重
に
対
応

し
て
い
る
。

●
副
市
長
　
新
屋
　
勉

　
３
つ
の
組
織
を
作
り
対
応
を
進
め
て

き
た
。
今
後
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
。

農
家
・
関
係
機
関
と
連
携
し

地
産
地
消
に
取
り
組
む

答

市
民
生
活
へ
の
影
響
が
最
小
限

に
な
る
よ
う
取
り
組
む

答

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に

つ
い
て

　
前
回
、
北
小
学
校
跡
地
と
い
う
方
針

案
の
様
々
な
問
題
点
を
指
摘
し
た
が
、

市
民
説
明
会
後
ど
の
よ
う
に
進
捗
し
て

い
る
か
、
現
状
を
問
う
。

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇
　

　
市
民
説
明
会
に
お
い
て
市
の
方
針
と

し
て
、
北
小
学
校
跡
地
と
い
う
こ
と
で

説
明
会
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
議
会
か
ら
の
附
帯
決
議
を
含
め
、

様
々
な
課
題
、
問
題
点
な
ど
、
多
数
御

指
摘
を
受
け
、
そ
の
後
、
関
係
部
局
を

交
え
改
め
て
選
定
地
、
候
補
地
に
つ
い

て
検
証
を
行
っ
た
結
果
、
大
里
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
の
一
部
と

南
城
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
敷
地

を
候
補
地
と
し
て
見
直
し
を
行
う
こ
と

で
、
６
月
の
庁
議
で
確
認
を
行
っ
て
お

り
、
現
在
、
各
関
係
機
関
と
最
終
調
整

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
前
回
、
公
立
１
園
の
み
残
す
方
針
案

の
問
題
点
を
指
摘
し
た
が
、市
長
は「
市

民
説
明
会
等
で
出
て
く
る
市
民
の
意
見

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た

対
応
を
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
。
そ

の
後
の
経
緯
と
現
段
階
で
の
方
針
を
問

う
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
公
立
の
役
割
そ
の
も
の
に
関
し
て
１

園
で
は
果
た
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
懸
念
の
声
が
あ
り
、
認
定
こ
ど
も

園
移
行
の
方
針
案
を
一
度
取
り
下
げ
再

度
検
証
す
る
。
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行

す
る
方
針
そ
の
も
の
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
公
立
が
果
た
す
役
割
や
公
平

性
な
ど
、
公
立
１
園
で
い
い
の
か
も
含

め
て
再
考
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
再
質
問
で
、
方
針
案
検
証
に
当
た
っ

て
は
財
政
的
側
面
や
職
員
数
に
拘
泥
す

る
こ
と
な
く
「
公
立
の
役
割
」
を
掘
り

下
げ
検
討
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し

た
。
他
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
教
育
委
員
会
及
び
企
画
部
か
ら
答
弁

を
得
ま
し
た
が
、
紙
幅
の
都
合
で
割
愛

し
ま
す
。

　
知
念
地
区
の
国
道
３
３
１
号
で
は
、

オ
ー
ト
バ
イ
の
深
夜
暴
走
行
為
が
あ
る

た
め
安
眠
を
妨
げ
る
な
ど
の
訴
え
が
あ

り
ま
す
。市
民
の
平
穏
な
生
活
を
守
る

た
め
、深
夜
の
暴
走
行
為
を
防
止
す
る

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

●
市
民
部
長
　
永
吉
　
盛
哲

　
オ
ー
ト
バ
イ
の
暴
走
に
よ
る
騒
音
に

つ
い
て
は
、地
域
住
民
か
ら
与
那
原
警

察
署
へ
の
通
報
が
あ
り
、警
察
署
員
が

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
パ
ト
ロ
ー
ル
の
継
続
や
回
数

を
増
や
す
な
ど
の
要
請
を
し
て
ま
い
り

た
い
。

　
テ
ダ
ウ
ッ
カ
ー
は
東
御
廻
り
の
巡
礼

地
、参
拝
地
と
し
て
、県
内
各
地
か
ら
多

く
の
参
拝
者
が
訪
れ
て
お
り
ま
す
。台

風
の
常
襲
地
帯
で
あ
る
本
県
に
お
い
て

は
、台
風
に
よ
り
岩
石
が
打
ち
上
げ
ら

れ
参
拝
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉

　
現
況
は
、以
前
と
変
わ
ら
ず
多
く
の

岩
石
が
散
見
さ
れ
ま
す
。今
後
は
参
拝

者
へ
の
支
障
が
出
な
い
よ
う
、地
権
者

で
あ
る
知
名
区
と
協
議
の
上
、対
策
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
地
球
温
暖
化
の
進
展
に
よ
り
、近
年

は
想
定
外
の
豪
雨
が
発
生
し
、住
環
境

に
も
悪
影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま

す
。知
名
30
番
地
周
辺
に
も
浸
水
が
あ

り
ま
し
た
。豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
に

つ
い
て
伺
う
。

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉

　
知
名
30
番
地
付
近
に
つ
き
ま
し
て
は

知
名
区
か
ら
も
改
善
の
要
請
が
あ
り
、

現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
大
雨
時
に
周

辺
の
土
地
か
ら
雨
水
が
流
れ
込
ん
で
い

る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。当
該
地
は

背
後
の
丘
陵
地
か
ら
雨
水
が
流
入
す
る

地
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
、補
助
事

業
導
入
等
に
よ
り
、既
設
排
水
路
の
処

理
能
力
の
向
上
や
未
整
備
箇
所
等
の
整

備
延
長
も
含
め
た
対
応
が
で
き
な
い
か

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

質
大
里
南
北
幼
稚
園
統
合
問
題
に

つ
い
て

質

市
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園

移
行
に
つ
い
て

質

種
子
法
廃
止
・
種
苗
法
改
正
の

動
き
に
見
る
農
業
を
取
り
巻
く

状
況
に
つ
い
て

質

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
支
援
に
つ
い
て

質

オ
ー
ト
バ
イ
の
深
夜
暴
走
対
策

に
つ
い
て

質
テ
ダ
ウ
ッ
カ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

質

豪
雨
時
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

質

親川  孝雄

特
別
制
度
の
周
知
に
努
め
ま
す

答

パ
ト
ロ
ー
ル
の
継
続
や
回
数
を

増
や
す
よ
う
要
請
す
る

答

地
権
者
と
協
議
し
対
策
を
検
討

す
る

答
排
水
路
の
処
理
能
力
向
上
や
未

整
備
箇
所
の
整
備
を
検
討

答

南
城
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

敷
地
等
で
最
終
調
整

答

公
立
１
園
で
い
い
の
か
も
含
め

再
考
し
て
い
き
た
い
。

答

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。
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運天  貴也

①
大
里
南
北
統
合
幼
稚
園
の
建
設
場
所

と
、
３
月
27
日
の
市
民
説
明
会
で
市

長
は
断
言
し
新
聞
報
道
も
さ
れ
ま
し

た
が
、
方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
所
見
を
伺
う

②
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
な
け
れ
ば
、
説

明
会
等
を
再
度
行
い
市
民
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
と
お
考
え
か

③
以
前
よ
り
地
元
と
の
合
意
形
成
の
た

め
に
も
、
跡
地
利
用
検
討
委
員
会

（
仮
）
を
立
ち
上
げ
、
嶺
井
区
の
代

表
も
入
れ
た
形
を
と
要
望
し
て
き
ま

し
た
が
、
再
度
所
見
を
伺
う

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇
　

①
説
明
会
で
の
厳
し
い
意
見
、
地
域
の

意
見
、
課
題
等
を
考
慮
し
、
新
た
な

建
設
候
補
地
と
し
て
、
大
里
改
善
セ

ン
タ
ー
の
一
部
と
総
合
保
健
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
で
、
各
関
係
機
関
と
最

終
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

②
丁
寧
に
こ
ち
ら
の
案
を
説
明
し
、
市

民
の
考
え
て
い
る
不
安
に
関
し
て
も

こ
う
言
う
対
策
が
あ
る
と
説
明
し
て

い
け
ば
、
最
終
的
に
理
解
し
て
頂
け

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

③
跡
地
利
用
は
南
城
市
公
共
施
設
適
正

配
置
計
画
の
基
本
方
針
に
よ
り
検
討

が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
と
並
行
し
た
形

で
区
民
と
の
意
見
交
換
会
を
も
ち
た

い
と
考
え
て
い
る
。

①
市
道
長
増
線
（
福
原
区
）
危
険
個
所

の
早
急
な
改
善
を
求
め
ま
す

②
大
里
古
堅
９
２
１
番
地
２
に
隣
接
す

る
私
有
地
（
畑
）
は
県
道
及
び
一
部

集
落
か
ら
の
雨
水
、
排
水
の
は
け
口

と
な
っ
て
お
り
、
個
人
の
財
産
に
侵

害
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
で
す
。
何

ら
か
の
措
置
を
講
じ
る
べ
き
と
思
う

が
所
見
を
伺
う

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉

①
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
剥
離
も
含
め
、
く
ぼ

み
の
修
繕
工
事
を
早
期
に
行
う
予
定

で
す
。

②
大
雨
で
水
量
が
多
く
な
る
と
ご
指
摘

の
よ
う
に
民
地
の
更
な
る
浸
食
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
補
助
事
業
等
の
活
用

も
含
め
何
ら
か
の
対
策
が
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
水
道
は
人
が
生
き
て
い
く
な
か
で
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
苦
し
み
な
が
ら
も

衛
生
的
に
水
道
水
が
使
え
た
こ
と
が
死

亡
率
や
感
染
者
の
増
加
を
抑
え
ら
れ
た

原
因
で
あ
る
と
思
う
。イ
ン
フ
ラ
が
整

備
さ
れ
て
い
る
か
ら
衛
生
的
に
暮
ら
し

て
い
け
る
が
、ど
の
市
町
村
で
も
水
道
・

下
水
道
管
が
老
朽
化
し
、設
備
の
維
持

や
交
換
に
頭
を
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。そ

う
い
う
状
況
で
水
道
料
金
の
減
免
と
な

る
と
、将
来
の
重
荷
に
な
り
、料
金
の
値

上
げ
な
ど
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な

ら
な
い
か
不
安
を
感
じ
る
。市
民
に
は

現
在
の
経
営
状
況
も
理
解
し
て
も
ら
い

な
が
ら「
水
の
大
切
さ
」を
訴
え
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

●
上
下
水
道
部
長
　
知
念
　
哲
雄
　

　
水
道
・
下
水
道
事
業
も
厳
し
い
経
営

状
況
が
続
く
。今
回
の
減
免
に
つ
い
て

は
臨
時
交
付
金
の
対
象
に
な
る
が
、中

長
期
的
に
み
る
と
楽
観
視
で
き
な
い
。

経
営
状
況
や「
水
の
大
切
さ
」に
つ
い
て

市
民
へ
広
く
周
知
す
る
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。

　
本
年
６
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
、パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。指
針
等
に
例
示
さ
れ
て

い
る
内
容
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ（
ソ
ジ
：
性

的
指
向
と
性
自
認
の
略
）ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
お
よ
び
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ（
本
人
の
性

の
あ
り
方
を
同
意
な
く
第
三
者
に
暴
露

し
て
し
ま
う
こ
と
）に
つ
い
て
は
体
制

の
整
備
、パ
ワ
ハ
ラ
に
係
る
事
後
の
対

応
な
ど
、対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要

だ
と
３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
も
訴

え
た
が
、進
ん
で
い
な
い
。多
忙
を
理
由

に
後
回
し
に
し
て
い
い
問
題
で
は
な
い

が
見
解
を
伺
う
。

●
総
務
部
長
　
屋
比
久
　
正
明

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
研
修
が
実
施

で
き
て
い
な
い
。開
催
方
法
を
見
直
す
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
指
摘
を
真
摯
に
受
け
止
め
、取
り
組

み
を
行
う
。

旧
大
里
北
小
学
校
跡
地
利
用
に

つ
い
て

⑴
第
三
回
臨
時
会
で
可
決
さ
れ
た
コ
ロ

ナ
対
策
費
の
一
次
産
業
を
支
援
す
る

三
事
業
は
、
他
の
事
業
者
向
け
の
支

援
施
策
に
比
べ
、
支
援
内
容
が
弱
い

と
感
じ
る
。
事
業
内
容
の
決
定
理
由

に
つ
い
て
伺
う

●
農
林
水
産
部
長
　
嶺
井
　
洋
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
影
響
を
受
け
た
農
業
、
水
産
業

者
の
多
く
の
方
を
支
援
す
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
決
定
。

人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
、第
一
次

産
業
を
支
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が

市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
人
間
は
食
べ
て
い
か
な
い
と
生
き
て

い
け
ま
せ
ん
。
農
家
、
漁
業
者
、
畜
産

も
含
め
て
、
し
っ
か
り
支
援
に
関
し
て

対
策
を
立
て
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

⑵
市
民
向
け
10
事
業
、
事
業
者
向
け
６

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

●
企
画
部
長
　
糸
数
　
義
人

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
等
７

事
業
が
調
整
中
や
準
備
中
。

⑶
市
民
の
感
染
防
止
の
た
め
の
マ
ス
ク

の
備
蓄
状
況
と
、
市
民
や
団
体
、
事

業
者
よ
り
市
へ
届
け
ら
れ
た
マ
ス
ク

に
つ
い
て
伺
う

●
市
民
部
長
　
永
吉
　
盛
哲

　
備
蓄
マ
ス
ク
は
、
市
民
が
集
ま
る
場

所
で
活
用
。
寄
贈
マ
ス
ク
は
、
福
祉
関

連
施
設
、
学
童
、
児
童
館
、
保
育
園
、

放
課
後
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
配
布
。

中
国
江
陰
市
か
ら
マ
ス
ク
一
万
枚

提
供
の
申
出
に
つ
い
て

企
画
部
長
　
糸
数
　
義
人

　
３
月
12
日
、
江
陰
市
か
ら
連
絡
を
頂

き
、
16
日
に
事
務
調
整
、
メ
ー
ル
を
返

信
し
た
の
は
24
日
で
、
市
長
の
受
取
り

決
定
後
、
８
日
を
要
し
て
お
り
ま
す
。

●
副
市
長
　
新
屋
　
勉

　
市
は
、
要
り
ま
せ
ん
と
い
う
回
答
を

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
手
続
の
遅
れ
で
誤

解
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
市
に
届
か

ず
別
の
形
で
市
民
へ
配
布
さ
れ
た
こ
と

は
非
常
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
下
の
業
務
継
続
計
画

が
策
定
さ
れ
、
災
害
対
策
要
員
や
避
難

者
の
感
染
防
止
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
た
か
。

　
感
染
の
疑
い
の
あ
る
避
難
者
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
計
画
、
市
内
各
所
の

避
難
所
で
の
感
染
防
止
対
策
は
示
さ
れ

周
知
さ
れ
て
い
る
か
。
以
上
伺
う
。

●
総
務
部
長
　
屋
比
久
　
正
明
　

　
災
害
時
の
業
務
継
続
計
画
は
策
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。要
員
や
避
難
者
に
は
、

消
毒
液
や
マ
ス
ク
に
よ
る
感
染
防
止
対

策
を
行
い
ま
し
た
。
感
染
の
疑
い
の
あ

る
避
難
者
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
計

画
、
及
び
市
内
各
所
の
避
難
場
所
で
の

対
応
指
針
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
対
応
指
針
等
を
検
討
し
周
知
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
土
地
の
賃
貸
契
約
が
今
年
３
月
末
で

終
了
し
た
市
有
地
が
、
原
状
回
復
さ
れ

な
い
ま
ま
返
還
さ
れ
る
同
意
書
が
取
り

交
さ
れ
た
事
は
事
実
か
、
又
今
後
の
活

用
方
針
を
伺
う
。

●
総
務
部
長
　
屋
比
久
　
正
明

　
今
後
の
誘
致
を
有
利
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
判
断
し
、
原
状
回
復
を
行

わ
ず
に
引
渡
し
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
事
業
者
か
ら
提
案
等
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
活
用
で
き
る

よ
う
仲
伊
保
区
と
連
携
、
協
議
し
な
が

ら
、
港
湾
施
設
を
活
か
し
た
利
活
用
を

図
り
、地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　
台
風
や
大
雨
の
た
び
に
住
宅
地
、
畑

地
の
浸
水
、
道
路
冠
水
な
ど
が
繰
り
返

さ
れ
て
お
り
流
水
正
常
化
を
図
る
為
、

抜
本
的
対
策
が
必
要
で
す
。

　
雨
水
排
水
計
画
の
進
捗
状
況
を
伺
い

ま
す
。

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉

　
浸
水
、
冠
水
の
複
合
的
要
因
を
洗
い

出
し
、
事
業
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
た
い
、
又
側
溝
蓋
を
グ
レ
ー
チ

ン
グ
に
替
え
て
い
く
な
ど
局
部
的
な
改

良
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。

※

他
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
渦
後

の
地
元
の
経
済
活
動
回
復
対
策
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

質

地
域
課
題
に
つ
い
て

質

水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
に
つ

い
て

質

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並

び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及

び
職
業
生
活
の
充
実
に
関
す
る

法
律
に
つ
い
て

質

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て

質

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
緊
急

事
態
宣
言
下
の
災
害
対
応
対
策

つ
い
て

質
旧
佐
敷
マ
リ
ー
ナ
跡
地
に
つ
い
て

質

佐
敷
地
域
洪
水
対
策
に
つ
い
て

質

大城 竜男平田  康則

新里　嘉

将
来
を
見
据
え
る
と
厳
し
い
状
況

答

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
必
要
で

あ
る

答

見
直
し
を
行
う
方
向

答

対
応
、検
討
し
て
い
く

答

対
応
指
針
等
を
検
討
し
周
知
し

て
ま
い
り
ま
す

答

港
湾
施
設
を
活
か
し
地
域
活
性

化
に
繋
げ
た
い

答

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
配
分

額
の
範
囲
内

答

申
請
、
給
付
を
開
始
し
た
事
業

が
９
事
業

答
備
蓄
し
て
い
る
マ
ス
ク
が
１
万

７
０
５
０
枚
。
寄
贈
さ
れ
た
マ

ス
ク
が
、
１
万
８
１
５
９
枚

答

事
業
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
た
い

答

答

答

質

質

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。
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運天  貴也

①
大
里
南
北
統
合
幼
稚
園
の
建
設
場
所

と
、
３
月
27
日
の
市
民
説
明
会
で
市

長
は
断
言
し
新
聞
報
道
も
さ
れ
ま
し

た
が
、
方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
所
見
を
伺
う

②
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
な
け
れ
ば
、
説

明
会
等
を
再
度
行
い
市
民
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
と
お
考
え
か

③
以
前
よ
り
地
元
と
の
合
意
形
成
の
た

め
に
も
、
跡
地
利
用
検
討
委
員
会

（
仮
）
を
立
ち
上
げ
、
嶺
井
区
の
代

表
も
入
れ
た
形
を
と
要
望
し
て
き
ま

し
た
が
、
再
度
所
見
を
伺
う

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇
　

①
説
明
会
で
の
厳
し
い
意
見
、
地
域
の

意
見
、
課
題
等
を
考
慮
し
、
新
た
な

建
設
候
補
地
と
し
て
、
大
里
改
善
セ

ン
タ
ー
の
一
部
と
総
合
保
健
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
で
、
各
関
係
機
関
と
最

終
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

②
丁
寧
に
こ
ち
ら
の
案
を
説
明
し
、
市

民
の
考
え
て
い
る
不
安
に
関
し
て
も

こ
う
言
う
対
策
が
あ
る
と
説
明
し
て

い
け
ば
、
最
終
的
に
理
解
し
て
頂
け

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

③
跡
地
利
用
は
南
城
市
公
共
施
設
適
正

配
置
計
画
の
基
本
方
針
に
よ
り
検
討

が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
と
並
行
し
た
形

で
区
民
と
の
意
見
交
換
会
を
も
ち
た

い
と
考
え
て
い
る
。

①
市
道
長
増
線
（
福
原
区
）
危
険
個
所

の
早
急
な
改
善
を
求
め
ま
す

②
大
里
古
堅
９
２
１
番
地
２
に
隣
接
す

る
私
有
地
（
畑
）
は
県
道
及
び
一
部

集
落
か
ら
の
雨
水
、
排
水
の
は
け
口

と
な
っ
て
お
り
、
個
人
の
財
産
に
侵

害
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
で
す
。
何

ら
か
の
措
置
を
講
じ
る
べ
き
と
思
う

が
所
見
を
伺
う

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉

①
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
剥
離
も
含
め
、
く
ぼ

み
の
修
繕
工
事
を
早
期
に
行
う
予
定

で
す
。

②
大
雨
で
水
量
が
多
く
な
る
と
ご
指
摘

の
よ
う
に
民
地
の
更
な
る
浸
食
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
補
助
事
業
等
の
活
用

も
含
め
何
ら
か
の
対
策
が
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
水
道
は
人
が
生
き
て
い
く
な
か
で
欠

か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
苦
し
み
な
が
ら
も

衛
生
的
に
水
道
水
が
使
え
た
こ
と
が
死

亡
率
や
感
染
者
の
増
加
を
抑
え
ら
れ
た

原
因
で
あ
る
と
思
う
。イ
ン
フ
ラ
が
整

備
さ
れ
て
い
る
か
ら
衛
生
的
に
暮
ら
し

て
い
け
る
が
、ど
の
市
町
村
で
も
水
道
・

下
水
道
管
が
老
朽
化
し
、設
備
の
維
持

や
交
換
に
頭
を
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。そ

う
い
う
状
況
で
水
道
料
金
の
減
免
と
な

る
と
、将
来
の
重
荷
に
な
り
、料
金
の
値

上
げ
な
ど
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な

ら
な
い
か
不
安
を
感
じ
る
。市
民
に
は

現
在
の
経
営
状
況
も
理
解
し
て
も
ら
い

な
が
ら「
水
の
大
切
さ
」を
訴
え
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

●
上
下
水
道
部
長
　
知
念
　
哲
雄
　

　
水
道
・
下
水
道
事
業
も
厳
し
い
経
営

状
況
が
続
く
。今
回
の
減
免
に
つ
い
て

は
臨
時
交
付
金
の
対
象
に
な
る
が
、中

長
期
的
に
み
る
と
楽
観
視
で
き
な
い
。

経
営
状
況
や「
水
の
大
切
さ
」に
つ
い
て

市
民
へ
広
く
周
知
す
る
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。

　
本
年
６
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
、パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。指
針
等
に
例
示
さ
れ
て

い
る
内
容
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ（
ソ
ジ
：
性

的
指
向
と
性
自
認
の
略
）ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
お
よ
び
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ（
本
人
の
性

の
あ
り
方
を
同
意
な
く
第
三
者
に
暴
露

し
て
し
ま
う
こ
と
）に
つ
い
て
は
体
制

の
整
備
、パ
ワ
ハ
ラ
に
係
る
事
後
の
対

応
な
ど
、対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要

だ
と
３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
も
訴

え
た
が
、進
ん
で
い
な
い
。多
忙
を
理
由

に
後
回
し
に
し
て
い
い
問
題
で
は
な
い

が
見
解
を
伺
う
。

●
総
務
部
長
　
屋
比
久
　
正
明

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
研
修
が
実
施

で
き
て
い
な
い
。開
催
方
法
を
見
直
す
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
指
摘
を
真
摯
に
受
け
止
め
、取
り
組

み
を
行
う
。

旧
大
里
北
小
学
校
跡
地
利
用
に

つ
い
て

⑴
第
三
回
臨
時
会
で
可
決
さ
れ
た
コ
ロ

ナ
対
策
費
の
一
次
産
業
を
支
援
す
る

三
事
業
は
、
他
の
事
業
者
向
け
の
支

援
施
策
に
比
べ
、
支
援
内
容
が
弱
い

と
感
じ
る
。
事
業
内
容
の
決
定
理
由

に
つ
い
て
伺
う

●
農
林
水
産
部
長
　
嶺
井
　
洋
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
影
響
を
受
け
た
農
業
、
水
産
業

者
の
多
く
の
方
を
支
援
す
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
決
定
。

人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
、第
一
次

産
業
を
支
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が

市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
人
間
は
食
べ
て
い
か
な
い
と
生
き
て

い
け
ま
せ
ん
。
農
家
、
漁
業
者
、
畜
産

も
含
め
て
、
し
っ
か
り
支
援
に
関
し
て

対
策
を
立
て
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

⑵
市
民
向
け
10
事
業
、
事
業
者
向
け
６

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

●
企
画
部
長
　
糸
数
　
義
人

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
等
７

事
業
が
調
整
中
や
準
備
中
。

⑶
市
民
の
感
染
防
止
の
た
め
の
マ
ス
ク

の
備
蓄
状
況
と
、
市
民
や
団
体
、
事

業
者
よ
り
市
へ
届
け
ら
れ
た
マ
ス
ク

に
つ
い
て
伺
う

●
市
民
部
長
　
永
吉
　
盛
哲

　
備
蓄
マ
ス
ク
は
、
市
民
が
集
ま
る
場

所
で
活
用
。
寄
贈
マ
ス
ク
は
、
福
祉
関

連
施
設
、
学
童
、
児
童
館
、
保
育
園
、

放
課
後
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
配
布
。

中
国
江
陰
市
か
ら
マ
ス
ク
一
万
枚

提
供
の
申
出
に
つ
い
て

企
画
部
長
　
糸
数
　
義
人

　
３
月
12
日
、
江
陰
市
か
ら
連
絡
を
頂

き
、
16
日
に
事
務
調
整
、
メ
ー
ル
を
返

信
し
た
の
は
24
日
で
、
市
長
の
受
取
り

決
定
後
、
８
日
を
要
し
て
お
り
ま
す
。

●
副
市
長
　
新
屋
　
勉

　
市
は
、
要
り
ま
せ
ん
と
い
う
回
答
を

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
手
続
の
遅
れ
で
誤

解
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
市
に
届
か

ず
別
の
形
で
市
民
へ
配
布
さ
れ
た
こ
と

は
非
常
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
下
の
業
務
継
続
計
画

が
策
定
さ
れ
、
災
害
対
策
要
員
や
避
難

者
の
感
染
防
止
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
た
か
。

　
感
染
の
疑
い
の
あ
る
避
難
者
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
計
画
、
市
内
各
所
の

避
難
所
で
の
感
染
防
止
対
策
は
示
さ
れ

周
知
さ
れ
て
い
る
か
。
以
上
伺
う
。

●
総
務
部
長
　
屋
比
久
　
正
明
　

　
災
害
時
の
業
務
継
続
計
画
は
策
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。要
員
や
避
難
者
に
は
、

消
毒
液
や
マ
ス
ク
に
よ
る
感
染
防
止
対

策
を
行
い
ま
し
た
。
感
染
の
疑
い
の
あ

る
避
難
者
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
計

画
、
及
び
市
内
各
所
の
避
難
場
所
で
の

対
応
指
針
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
対
応
指
針
等
を
検
討
し
周
知
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
土
地
の
賃
貸
契
約
が
今
年
３
月
末
で

終
了
し
た
市
有
地
が
、
原
状
回
復
さ
れ

な
い
ま
ま
返
還
さ
れ
る
同
意
書
が
取
り

交
さ
れ
た
事
は
事
実
か
、
又
今
後
の
活

用
方
針
を
伺
う
。

●
総
務
部
長
　
屋
比
久
　
正
明

　
今
後
の
誘
致
を
有
利
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
判
断
し
、
原
状
回
復
を
行

わ
ず
に
引
渡
し
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
事
業
者
か
ら
提
案
等
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
活
用
で
き
る

よ
う
仲
伊
保
区
と
連
携
、
協
議
し
な
が

ら
、
港
湾
施
設
を
活
か
し
た
利
活
用
を

図
り
、地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　
台
風
や
大
雨
の
た
び
に
住
宅
地
、
畑

地
の
浸
水
、
道
路
冠
水
な
ど
が
繰
り
返

さ
れ
て
お
り
流
水
正
常
化
を
図
る
為
、

抜
本
的
対
策
が
必
要
で
す
。

　
雨
水
排
水
計
画
の
進
捗
状
況
を
伺
い

ま
す
。

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉

　
浸
水
、
冠
水
の
複
合
的
要
因
を
洗
い

出
し
、
事
業
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
た
い
、
又
側
溝
蓋
を
グ
レ
ー
チ

ン
グ
に
替
え
て
い
く
な
ど
局
部
的
な
改

良
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。

※

他
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
渦
後

の
地
元
の
経
済
活
動
回
復
対
策
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

質

地
域
課
題
に
つ
い
て

質

水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
に
つ

い
て

質

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並

び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及

び
職
業
生
活
の
充
実
に
関
す
る

法
律
に
つ
い
て

質

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て

質

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
緊
急

事
態
宣
言
下
の
災
害
対
応
対
策

つ
い
て

質
旧
佐
敷
マ
リ
ー
ナ
跡
地
に
つ
い
て

質

佐
敷
地
域
洪
水
対
策
に
つ
い
て

質

大城 竜男平田  康則

新里　嘉

将
来
を
見
据
え
る
と
厳
し
い
状
況

答

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
必
要
で

あ
る

答

見
直
し
を
行
う
方
向

答

対
応
、検
討
し
て
い
く

答

対
応
指
針
等
を
検
討
し
周
知
し

て
ま
い
り
ま
す

答

港
湾
施
設
を
活
か
し
地
域
活
性

化
に
繋
げ
た
い

答

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
配
分

額
の
範
囲
内

答

申
請
、
給
付
を
開
始
し
た
事
業

が
９
事
業

答
備
蓄
し
て
い
る
マ
ス
ク
が
１
万

７
０
５
０
枚
。
寄
贈
さ
れ
た
マ

ス
ク
が
、
１
万
８
１
５
９
枚

答

事
業
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
た
い

答

答

答

質

質

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

南城市議会だより  No.58南城市議会だより  No.58 1213

一般質問一般質問令和２年（2020年）６月定例会号 令和２年（2020年）６月定例会号



前里  輝明

　
最
終
処
分
場
付
近
に
、
民
間
業
者
に

よ
る
焼
却
炉
建
設
予
定
が
あ
る
と
聞
く
。

こ
の
地
域
最
終
処
分
場
が
あ
り
、
ま
た

過
去
に
は
、
火
葬
場
や
公
共
焼
却
炉
な

ど
あ
り
、
環
境
的
に
は
多
大
な
負
担
を

負
う
地
域
で
あ
る
。
市
民
よ
り
懸
念
す

る
声
が
上
が
る
中
、
見
解
を
伺
う
。

●
市
民
部
長
　永
吉
　盛
哲
　

　
焼
却
施
設
を
設
置
す
る
場
合
は
、
県

と
の
事
前
協
議
を
は
じ
め
、
設
置
許
可

申
請
、
使
用
前
検
査
、
処
分
業
変
更
許

可
申
請
の
流
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
事
前

協
議
の
中
で
「
住
民
説
明
会
の
開
催
」、

「
地
域
住
民
の
意
見
」
及
び
「
市
長
の

意
見
聴
取
」等
が
あ
り
、こ
れ
ら
を
完
了

し
な
い
と
設
置
許
可
申
請
で
き
な
い
。

　
市
は
、
平
成
29
年
12
月
、
平
成
30
年

９
月
に
業
者
よ
り
説
明
を
受
け
て
い
る
。

県
に
事
前
協
議
に
基
づ
く
申
請
は
出
て

い
な
い
が
、
今
後
は
県
と
情
報
を
共
有

し
、
区
長
会
を
通
し
説
明
し
て
い
く
。

①
市
民
へ
の
生
活
支
援
に
つ
い
て

②
教
育
現
場
に
お
け
る
感
染
症
対
策
を

伺
う
。

③
市
の
経
済
支
援
・
活
性
化
に
取
組
み

を
伺
う
。

④
災
害
避
難
場
所
に
お
け
る
感
染
症
対

策
を
伺
う
。

●
企
画
部
長
　糸
数
　義
人

①
南
城
市
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
を
初
め
、
就
学
援
助
世
帯
支
援
事

業
や
上
水
道
基
本
料
金
の
半
額
を

３
ヵ
月
目
減
免
す
る
事
業
な
ど
10
事

業
を
、
市
民
へ
の
生
活
支
援
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。

③
南
城
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業
者
応
援
支
援
員
を
初
め
、

農
産
物
安
定
生
産
奨
励
事
業
や
水
産

業
活
力
支
援
事
業
な
ど
７
事
業
を
、

経
済
支
援
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

●
教
育
部
長
　上
原
　昇

②「
南
城
市
小
中
学
校
感
染
症
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
て
感
染
症

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

「
マ
ス
ク
の
着
用
」
や
「
手
洗
い
」

の
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を
継
続
し

て
い
る
。
ま
た
、
学
校
活
動
の
な
か

で
「
教
室
内
の
喚
気
を
行
う
」「
教

室
内
の
座
席
の
間
隔
を
あ
け
る
」「
グ

ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
活
動
を
避
け

る
」
等
の
「
三
つ
の
密
」
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

●
総
務
部
長
　屋
比
久
　正
明

④
先
進
地
域
に
な
ら
い
、
早
急
に
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
し
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止

の
た
め
市
内
の
小
中
学
校
が
臨
時
休
校

と
な
り
令
和
２
年
度
に
お
い
て
28
日
分

の
授
業
が
実
施
さ
れ
ず
学
校
現
場
に
お

い
て
様
々
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

①
授
業
時
数
の
確
保
や
行
事
等
の
影
響

に
つ
い
て

②
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
導
入
に
つ
い
て

今
後
の
方
針
や
取
り
組
み

●
教
育
部
長
　上
原
　昇
　

①
夏
休
み
の
短
縮
や
学
校
行
事
の
精
選

に
よ
り
授
業
日
の
確
保
に
取
り
組

み
、学
校
行
事
の
実
施
に
つ
い
て
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

視
点
と
行
事
で
得
ら
れ
る
児
童
生
徒

の
成
長
の
視
点
か
ら
校
長
と
相
談
し

な
が
ら
現
在
調
整
中
で
す

②
本
市
に
お
い
て
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
で
１
人
１
台
の
端
末
実
現
に
向

け
た
取
り
組
を
行
っ
て
お
り
学
校
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
を
行
い

ま
す
、家
庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
も
計
画
中
で
現

在
、児
童
生
徒
の
各
家
庭
の
通
信
環

境（
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
環
境
）そ
の
整
備
状

況
の
調
査
を
行
い
集
計
中
で
す

　
５
月
２
日
・
６
日
の
豪
雨
に
よ
る
農

地
被
害
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

●
農
林
水
産
部
長
　嶺
井
　洋

　
農
地
、畑
地
で
被
害
件
数
34
件
、主
な

被
害
内
容
は
畑
の
土
砂
流
出
や
農
作
物

の
冠
水
被
害
等
、今
後
の
対
策
は
現
場

調
査
を
行
い
、緊
急
性
・
危
険
性
の
あ

る
箇
所
か
ら
予
算
の
範
囲
内
に
て
対
応

し
ま
す
。

　
直
近
の
待
機
児
童
数
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

●
福
祉
部
長
　城
間
　み
ゆ
き

　
令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
の
待
機
児

童
数
は
１
１
０
名
、今
後
の
対
策
は
令

和
２
年
８
月
に
90
名
定
員
の
保
育
園
を

開
園
す
る
と
と
も
に
分
園
の
整
備
や
認

可
外
保
育
園
の
認
可
化
、補
助
事
業
を

活
用
し
た
保
育
士
の
確
保
に
取
り
組
み

ま
す
。

環
境
に
つ
い
て

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
本
市

へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う

②
本
市
独
自
の
支
援
対
策
に
つ
い
て
伺

う
③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
今
後
の
課
題
を
伺
う

●
企
画
部
長
　糸
数
　義
人
　

①
市
民
生
活
に
お
い
て
も
小
中
学
校
の

休
校
、
観
光
客
の
減
少
に
伴
う
各
事

業
所
の
収
入
減
。
市
政
運
営
に
於
い

て
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
集
会
な
ど
の

規
模
縮
小
開
催
や
開
催
自
体
の
中

止
、
各
種
事
業
実
施
の
遅
れ
等
影
響

が
出
て
お
り
ま
す
。

②「
南
城
市
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
交

付
金
」、「
南
城
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
者
応
援
支
援

金
」
等
の
16
事
業
と
上
下
水
道
基
本

料
金
の
半
額
を
３
か
月
間
減
免
す
る

事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

③
経
済
活
動
の
活
性
化
に
伴
い
第
２

波
、
第
３
波
の
襲
来
が
予
測
さ
れ
、

経
済
活
動
を
力
強
く
後
押
し
す
る
た

め
の
有
効
策
を
ど
う
実
施
し
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

期
末
手
当
が
三
役
で
約
４
０
０
万
、

議
会
で
約
１
，３
０
０
万
、合
計
で

１
，７
０
０
万
以
上
、税
金
か
ら
支

払
わ
れ
て
い
る
。

　
市
民
の
た
め
に
何
か
す
る
た
め

に
は
財
源
を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、し
っ
か
り
市
民
の
立
場
、

困
っ
て
い
る
方
々
の
立
場
に
な
ら

な
い
と
い
け
な
い
。

　
市
長
が
先
頭
に
立
っ
て
、三
役
を

中
心
に
給
与
削
減
・
賞
与
カ
ッ
ト

等
提
案
し
、議
会
も
連
携
し
て
本
当

に
困
っ
て
い
る
市
民
の
た
め
に
給

与
を
削
減
し
、財
源
を
作
り
ま
し
ょ

う
と
や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が

如
何
か
。

　 市
長
　瑞
慶
覧
　長
敏

　
他
市
町
村
の
動
き
も
把
握
を
し
て
お

り
ま
す
。

　
た
だ
、
今
時
点
で
南
城
市
で
そ
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
市
民
の
痛
み
と
い
う
の
は
常
に
共
有

し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
要
請
を
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

①
５
月
２
日
、
６
日
の
大
雨
時
、
災
害

対
策
本
部
の
設
置
の
有
無
と
現
場
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

②
災
害
対
策
本
部
長（
市
長
）、副
本
部

長（
副
市
長
）の
両
日
の
対
応
を
伺
う
。

●
農
林
水
産
部
長
　嶺
井
　洋
　

①
両
日
と
も
設
置
さ
れ
、百
名
に
お
い

て
は
職
員
と
も
ど
も
建
設
部
会
の
協

力
を
得
て
対
策
を
行
っ
た
。

●
市
長
　瑞
慶
覧
　長
敏

②
自
宅
待
機
し
電
話
で
の
指
示
を
行
っ

た
。身

の
危
険
を
感
じ
る
大
雨
の
中
、災

害
対
策
を
行
っ
た
方
々
が
い
る
状

況
を
鑑
み
た
場
合
、今
後
は
登
庁
し

た
う
え
で
の
陣
頭
指
揮
を
執
る
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　 市
長
　瑞
慶
覧
　長
敏

　
今
後
も
市
長
の
判
断
で
や
っ
て
い
く
。

①
特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
者
数
及
び

受
給
者
数
は
。

②
独
居
老
人
等
、
申
請
困
難
者
へ
の
対

応
を
伺
う
。

③
国
会
に
お
け
る
二
次
補
正
を
見
込
ん

だ
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

④
今
後
、
市
単
独
予
算
で
の
支
援
策
は

あ
る
の
か
伺
う
。

●
市
民
部
長
　屋
比
久
　正
明

①
申
請
者
数
１
６
，
１
４
８
世
帯
88
・

４
％
。
受
給
者
数
４
１
，
０
３
４
人

92
・
１
％
（
６
月
10
日
現
在
）

②
申
請
困
難
者
の
状
況
把
握
は
で
き
て

い
な
い
が
、
民
生
委
員
や
関
係
機
関

と
連
携
し
給
付
申
請
に
繋
が
る
方
策

を
検
討
す
る
。

●
企
画
部
長
　糸
数
　義
人

③
国
の
支
援
策
の
詳
細
が
確
定
後
、
本

市
の
実
情
や
状
況
に
応
じ
た
支
援
策

を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
検
討
す
る
。

④
今
後
の
感
染
拡
大
の
状
況
や
、経
済
回

復
の
状
況
に
よ
っ
て
は
市
単
独
予
算
で

の
支
援
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
市
道
親
慶
原
北
線（
５
班
）へ
の
ハ
ン

プ
設
置
を
求
め
る
。

●
土
木
建
築
部
長
　玉
城
　勉
　

　
ハ
ン
プ
は
、
ス
ピ
ー
ド
抑
制
効
果
が

あ
る
一
方
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
走
行

に
対
す
る
危
険
性
の
課
題
か
ら
、
設
置

に
は
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
交
通

安
全
対
策
の
所
管
と
も
連
携
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

※

親
慶
原
、
百
名
の
冠
水
対
策
も
質
問

し
ま
し
た
。

質
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
応
・
対
策
に
つ
い
て

質

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
学
校
の
対
応
に
つ
い
て

質

豪
雨
に
よ
る
農
地
被
害
に
つ
い
て

質
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質

質

災
害
対
策
に
つ
い
て

質

地
域
課
題
に
つ
い
て

質

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
関
連
支

援
策
に
つ
い
て

質

安谷屋  正

知念  俊也島袋  裕介

学
習
内
容
を
精
選
し
進
め
て
ま

い
り
ま
す

答

緊
急
性
が
あ
る
箇
所
を
先
に
対

応
し
て
い
き
ま
す

答
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
ま
す

答

市
民
説
明
し
て
い
く

答

状
況
に
応
じ
対
策
し
て
い
く

答

以
下
の
通
り

答

関
係
部
署
、与
那
原
署
と
協
議

し
な
が
ら
取
り
組
む

答
以
下
の
通
り

答

時
宜
を
得
た
コ
ロ
ナ
対
策
検
討

じ
　ぎ

答

質答

質答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
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いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。
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前里  輝明

　
最
終
処
分
場
付
近
に
、
民
間
業
者
に

よ
る
焼
却
炉
建
設
予
定
が
あ
る
と
聞
く
。

こ
の
地
域
最
終
処
分
場
が
あ
り
、
ま
た

過
去
に
は
、
火
葬
場
や
公
共
焼
却
炉
な

ど
あ
り
、
環
境
的
に
は
多
大
な
負
担
を

負
う
地
域
で
あ
る
。
市
民
よ
り
懸
念
す

る
声
が
上
が
る
中
、
見
解
を
伺
う
。

●
市
民
部
長
　永
吉
　盛
哲
　

　
焼
却
施
設
を
設
置
す
る
場
合
は
、
県

と
の
事
前
協
議
を
は
じ
め
、
設
置
許
可

申
請
、
使
用
前
検
査
、
処
分
業
変
更
許

可
申
請
の
流
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
事
前

協
議
の
中
で
「
住
民
説
明
会
の
開
催
」、

「
地
域
住
民
の
意
見
」
及
び
「
市
長
の

意
見
聴
取
」等
が
あ
り
、こ
れ
ら
を
完
了

し
な
い
と
設
置
許
可
申
請
で
き
な
い
。

　
市
は
、
平
成
29
年
12
月
、
平
成
30
年

９
月
に
業
者
よ
り
説
明
を
受
け
て
い
る
。

県
に
事
前
協
議
に
基
づ
く
申
請
は
出
て

い
な
い
が
、
今
後
は
県
と
情
報
を
共
有

し
、
区
長
会
を
通
し
説
明
し
て
い
く
。

①
市
民
へ
の
生
活
支
援
に
つ
い
て

②
教
育
現
場
に
お
け
る
感
染
症
対
策
を

伺
う
。

③
市
の
経
済
支
援
・
活
性
化
に
取
組
み

を
伺
う
。

④
災
害
避
難
場
所
に
お
け
る
感
染
症
対

策
を
伺
う
。

●
企
画
部
長
　糸
数
　義
人

①
南
城
市
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
を
初
め
、
就
学
援
助
世
帯
支
援
事

業
や
上
水
道
基
本
料
金
の
半
額
を

３
ヵ
月
目
減
免
す
る
事
業
な
ど
10
事

業
を
、
市
民
へ
の
生
活
支
援
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。

③
南
城
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業
者
応
援
支
援
員
を
初
め
、

農
産
物
安
定
生
産
奨
励
事
業
や
水
産

業
活
力
支
援
事
業
な
ど
７
事
業
を
、

経
済
支
援
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

●
教
育
部
長
　上
原
　昇

②「
南
城
市
小
中
学
校
感
染
症
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
て
感
染
症

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

「
マ
ス
ク
の
着
用
」
や
「
手
洗
い
」

の
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を
継
続
し

て
い
る
。
ま
た
、
学
校
活
動
の
な
か

で
「
教
室
内
の
喚
気
を
行
う
」「
教

室
内
の
座
席
の
間
隔
を
あ
け
る
」「
グ

ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
活
動
を
避
け

る
」
等
の
「
三
つ
の
密
」
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

●
総
務
部
長
　屋
比
久
　正
明

④
先
進
地
域
に
な
ら
い
、
早
急
に
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
し
て
い
く
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止

の
た
め
市
内
の
小
中
学
校
が
臨
時
休
校

と
な
り
令
和
２
年
度
に
お
い
て
28
日
分

の
授
業
が
実
施
さ
れ
ず
学
校
現
場
に
お

い
て
様
々
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

①
授
業
時
数
の
確
保
や
行
事
等
の
影
響

に
つ
い
て

②
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
導
入
に
つ
い
て

今
後
の
方
針
や
取
り
組
み

●
教
育
部
長
　上
原
　昇
　

①
夏
休
み
の
短
縮
や
学
校
行
事
の
精
選

に
よ
り
授
業
日
の
確
保
に
取
り
組

み
、学
校
行
事
の
実
施
に
つ
い
て
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

視
点
と
行
事
で
得
ら
れ
る
児
童
生
徒

の
成
長
の
視
点
か
ら
校
長
と
相
談
し

な
が
ら
現
在
調
整
中
で
す

②
本
市
に
お
い
て
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
で
１
人
１
台
の
端
末
実
現
に
向

け
た
取
り
組
を
行
っ
て
お
り
学
校
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
を
行
い

ま
す
、家
庭
で
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
も
計
画
中
で
現

在
、児
童
生
徒
の
各
家
庭
の
通
信
環

境（
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
環
境
）そ
の
整
備
状

況
の
調
査
を
行
い
集
計
中
で
す

　
５
月
２
日
・
６
日
の
豪
雨
に
よ
る
農

地
被
害
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

●
農
林
水
産
部
長
　嶺
井
　洋

　
農
地
、畑
地
で
被
害
件
数
34
件
、主
な

被
害
内
容
は
畑
の
土
砂
流
出
や
農
作
物

の
冠
水
被
害
等
、今
後
の
対
策
は
現
場

調
査
を
行
い
、緊
急
性
・
危
険
性
の
あ

る
箇
所
か
ら
予
算
の
範
囲
内
に
て
対
応

し
ま
す
。

　
直
近
の
待
機
児
童
数
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

●
福
祉
部
長
　城
間
　み
ゆ
き

　
令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
の
待
機
児

童
数
は
１
１
０
名
、今
後
の
対
策
は
令

和
２
年
８
月
に
90
名
定
員
の
保
育
園
を

開
園
す
る
と
と
も
に
分
園
の
整
備
や
認

可
外
保
育
園
の
認
可
化
、補
助
事
業
を

活
用
し
た
保
育
士
の
確
保
に
取
り
組
み

ま
す
。

環
境
に
つ
い
て

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
本
市

へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う

②
本
市
独
自
の
支
援
対
策
に
つ
い
て
伺

う
③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
今
後
の
課
題
を
伺
う

●
企
画
部
長
　糸
数
　義
人
　

①
市
民
生
活
に
お
い
て
も
小
中
学
校
の

休
校
、
観
光
客
の
減
少
に
伴
う
各
事

業
所
の
収
入
減
。
市
政
運
営
に
於
い

て
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
集
会
な
ど
の

規
模
縮
小
開
催
や
開
催
自
体
の
中

止
、
各
種
事
業
実
施
の
遅
れ
等
影
響

が
出
て
お
り
ま
す
。

②「
南
城
市
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
交

付
金
」、「
南
城
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
者
応
援
支
援

金
」
等
の
16
事
業
と
上
下
水
道
基
本

料
金
の
半
額
を
３
か
月
間
減
免
す
る

事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

③
経
済
活
動
の
活
性
化
に
伴
い
第
２

波
、
第
３
波
の
襲
来
が
予
測
さ
れ
、

経
済
活
動
を
力
強
く
後
押
し
す
る
た

め
の
有
効
策
を
ど
う
実
施
し
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

期
末
手
当
が
三
役
で
約
４
０
０
万
、

議
会
で
約
１
，３
０
０
万
、合
計
で

１
，７
０
０
万
以
上
、税
金
か
ら
支

払
わ
れ
て
い
る
。

　
市
民
の
た
め
に
何
か
す
る
た
め

に
は
財
源
を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、し
っ
か
り
市
民
の
立
場
、

困
っ
て
い
る
方
々
の
立
場
に
な
ら

な
い
と
い
け
な
い
。

　
市
長
が
先
頭
に
立
っ
て
、三
役
を

中
心
に
給
与
削
減
・
賞
与
カ
ッ
ト

等
提
案
し
、議
会
も
連
携
し
て
本
当

に
困
っ
て
い
る
市
民
の
た
め
に
給

与
を
削
減
し
、財
源
を
作
り
ま
し
ょ

う
と
や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が

如
何
か
。

　 市
長
　瑞
慶
覧
　長
敏

　
他
市
町
村
の
動
き
も
把
握
を
し
て
お

り
ま
す
。

　
た
だ
、
今
時
点
で
南
城
市
で
そ
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
市
民
の
痛
み
と
い
う
の
は
常
に
共
有

し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
要
請
を
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

①
５
月
２
日
、
６
日
の
大
雨
時
、
災
害

対
策
本
部
の
設
置
の
有
無
と
現
場
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

②
災
害
対
策
本
部
長（
市
長
）、副
本
部

長（
副
市
長
）の
両
日
の
対
応
を
伺
う
。

●
農
林
水
産
部
長
　嶺
井
　洋
　

①
両
日
と
も
設
置
さ
れ
、百
名
に
お
い

て
は
職
員
と
も
ど
も
建
設
部
会
の
協

力
を
得
て
対
策
を
行
っ
た
。

●
市
長
　瑞
慶
覧
　長
敏

②
自
宅
待
機
し
電
話
で
の
指
示
を
行
っ

た
。身

の
危
険
を
感
じ
る
大
雨
の
中
、災

害
対
策
を
行
っ
た
方
々
が
い
る
状

況
を
鑑
み
た
場
合
、今
後
は
登
庁
し

た
う
え
で
の
陣
頭
指
揮
を
執
る
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　 市
長
　瑞
慶
覧
　長
敏

　
今
後
も
市
長
の
判
断
で
や
っ
て
い
く
。

①
特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
者
数
及
び

受
給
者
数
は
。

②
独
居
老
人
等
、
申
請
困
難
者
へ
の
対

応
を
伺
う
。

③
国
会
に
お
け
る
二
次
補
正
を
見
込
ん

だ
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

④
今
後
、
市
単
独
予
算
で
の
支
援
策
は

あ
る
の
か
伺
う
。

●
市
民
部
長
　屋
比
久
　正
明

①
申
請
者
数
１
６
，
１
４
８
世
帯
88
・

４
％
。
受
給
者
数
４
１
，
０
３
４
人

92
・
１
％
（
６
月
10
日
現
在
）

②
申
請
困
難
者
の
状
況
把
握
は
で
き
て

い
な
い
が
、
民
生
委
員
や
関
係
機
関

と
連
携
し
給
付
申
請
に
繋
が
る
方
策

を
検
討
す
る
。

●
企
画
部
長
　糸
数
　義
人

③
国
の
支
援
策
の
詳
細
が
確
定
後
、
本

市
の
実
情
や
状
況
に
応
じ
た
支
援
策

を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
検
討
す
る
。

④
今
後
の
感
染
拡
大
の
状
況
や
、経
済
回

復
の
状
況
に
よ
っ
て
は
市
単
独
予
算
で

の
支
援
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
市
道
親
慶
原
北
線（
５
班
）へ
の
ハ
ン

プ
設
置
を
求
め
る
。

●
土
木
建
築
部
長
　玉
城
　勉
　

　
ハ
ン
プ
は
、
ス
ピ
ー
ド
抑
制
効
果
が

あ
る
一
方
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
走
行

に
対
す
る
危
険
性
の
課
題
か
ら
、
設
置

に
は
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
交
通

安
全
対
策
の
所
管
と
も
連
携
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

※

親
慶
原
、
百
名
の
冠
水
対
策
も
質
問

し
ま
し
た
。

質
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
応
・
対
策
に
つ
い
て

質

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
る
学
校
の
対
応
に
つ
い
て

質

豪
雨
に
よ
る
農
地
被
害
に
つ
い
て

質
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質

質

災
害
対
策
に
つ
い
て

質

地
域
課
題
に
つ
い
て

質

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
関
連
支

援
策
に
つ
い
て

質

安谷屋  正

知念  俊也島袋  裕介

学
習
内
容
を
精
選
し
進
め
て
ま

い
り
ま
す

答

緊
急
性
が
あ
る
箇
所
を
先
に
対

応
し
て
い
き
ま
す

答
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
ま
す

答

市
民
説
明
し
て
い
く

答

状
況
に
応
じ
対
策
し
て
い
く

答

以
下
の
通
り

答

関
係
部
署
、与
那
原
署
と
協
議

し
な
が
ら
取
り
組
む

答
以
下
の
通
り

答

時
宜
を
得
た
コ
ロ
ナ
対
策
検
討

じ
　ぎ

答

質答

質答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。
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宮平  憲二

⑴
３
月
27
日
の
住
民
説
明
会
の
意
見
集

約
⑵
大
里
幼
稚
園
の
用
地
決
定

⑶
今
後
の
建
設
に
向
け
た
工
程
表

以
上
３
点
に
つ
い
て
伺
う 

●
教
育
部
長
　上
原
　昇
　

⑴
市
が
示
し
た
大
里
北
小
学
校
跡
地

は
、地
理
的
条
件
等
で
多
数
の
反
対

意
見
が
あ
っ
た
。

⑵
大
里
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
駐

車
場
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
敷
地
へ

見
直
す
。

⑶
７
月
に
住
民
説
明
会
、基
本
設
計
等

の
入
札
予
定
だ
が
遅
れ
て
い
る
。

⑴
こ
れ
ま
で
の
方
針
見
直
し
の
理
由

⑵
今
後
の
整
備
・
運
営
方
針
　
以
上
２

点
つ
い
て
伺
う
。

●
市
長
　瑞
慶
覧
　長
敏

　
１
）２
）認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る

方
針
そ
の
も
の
に
変
更
は
な
い
が
、今

後
の
運
営
・
整
備
方
針
に
つ
い
て
は
、

大
里
統
合
幼
稚
園
の
方
針
が
決
ま
り
次

第
、再
考
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
部
を
中
心
に
実
に
多
く
の
会

議
を
経
て
、財
政
面
等
を
考
慮
し
、

公
立
１
園
と
し
た
結
論
に
市
長
の

そ
の
考
え
は
変
わ
っ
て
な
い
か
。

　 市
長
　瑞
慶
覧
　長
敏

　
今
で
も
ベ
ス
ト
な
案
だ
と
い
う
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い

⑴
今
年
の
大
雨
等
で
の
災
害
及
び
農
作

物
等
へ
の
被
害
状
況
２
）県
道
86
号

線（
仲
程
か
ら
当
間
向
け
）土
砂
崩
れ

対
策
　
以
上
２
点
に
つ
い
て
伺
う

●
農
林
水
産
部
長
　嶺
井
　洋

⑴
畑
の
土
砂
流
出
や
農
道
冠
水
被
害
等

44
件
農
作
物
で
は
オ
ク
ラ
、ゴ
ー
ヤ

な
ど
の
被
害
が
17
件
。

●
土
木
建
築
部
長
　玉
城
　勉

⑵
市
は
、当
該
歩
道
へ
の
立
入
禁
止
等

を
行
い
道
路
管
理
者
で
あ
る
南
部
土

木
事
務
所
へ
早
期
復
旧
対
策
を
要
請

し
た
。

※

他
に『
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

つ
い
て
』も
質
問
し
ま
し
た
。

①
海
へ
の
土
砂
流
出
を
防
ぐ
目
的
で
落
差

工
を
５
か
所
計
画
す
る
現
状
を
伺
う
。

②
圃
場
か
ら
の
土
砂
流
出
を
防
ぐ
目
的

の
沈
砂
池
の
現
状
を
伺
う
。

●
農
林
水
産
部
長
　嶺
井
　洋
　

①
実
施
設
計
で
、落
差
工
は
設
け
な
い

計
画
に
変
更
。

②
圃
場
周
辺
の
排
水
路
に
対
し
４
か
所

の
沈
砂
池
を
設
け
る
計
画
。

落
差
工（
ど
ろ
溜
め
）は
海
へ
の
土

砂
流
出
を
防
止
す
る
意
味
で
も
必

要
で
は
な
い
か

　 農
林
水
産
部
長
　嶺
井
　洋

 

上
流
と
か
で
落
差
工
的
な
泥
だ
め
ま

す
等
が
で
き
る
か
今
後
検
討
す
る
。

①
奥
武
、志
喜
屋
、久
高
の
３
漁
港
並
び

に
港
湾
整
備
に
つ
い
て

②
モ
ズ
ク
や
ア
ー
サ
の
収
穫
量
が
減
少

傾
向
で
あ
る
。海
底
耕
運
を
行
い
栄

養
価
の
高
い
漁
場
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
伺
う

●
農
林
水
産
部
長
　嶺
井
　洋

①
３
漁
港
と
も
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

事
業（
南
城
市
Ⅲ
地
区
）で
取
り
組
む

予
定
。

　
係
留
施
設
や
漁
港
施
設
用
地
の
整
備
、

令
和
４
年
か
ら
７
年
ま
で
の
計
画
。

②
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
検
討
す
る
。

①
一
括
交
付
金
で
採
択
さ
れ
た
の
は
何
路

線
で
総
延
長
と
総
事
業
費
は
幾
ら
か
。

②
ハ
ー
ド
交
付
金
は
年
々
減
少
し
て
い
る

が
、最
終
年
度
に
残
る
総
延
長
と
総
事

業
費
は
幾
ら
か
。ま
た
、一
般
財
源
の
持

ち
出
し
は
幾
ら
か
。

③
高
率
補
助
の
期
限
内
に
完
成
す
る
の
か

ど
う
か
。

●
土
木
建
築
部
長
　玉
城
　勉

①
５
路
線
で
、総
延
長
６
，０
８
０
ｍ
、

総
事
業
費
約
27
億
９
，７
０
０
万
円
。

　
一
括
交
付
金
は
令
和
３
年
度
が
最
終

年
度
と
さ
れ
、本
年
度
の
交
付
決
定

額
は
要
望
額
の
28
％
で
、次
年
度
の

交
付
決
定
額
は
見
通
せ
な
い
状
況
。

②
令
和
２
年
度
末
の
時
点
で
残
る
総
延

長
が
４
，２
４
７
ｍ
、事
業
費
が
約
１

０
億
９
，９
０
０
万
円
、う
ち
市
の
負

担
分
が
約
２
億
２
，０
０
０
万
円
。

③
目
標
期
限
内
に
完
成
す
る
か
お
答
え

で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

大
里
幼
稚
園
の
建
設
等
に
つ
い
て

　
２
０
１
６
年
、中
国
江
陰
市
と
南
城

市
は
友
好
都
市
と
し
て
提
携
調
印
を

し
、中
学
生
国
際
交
流
事
業
で
中
学
生

を
毎
年
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。友
好
都

市
と
し
て
の
江
陰
市
の
状
況
が
な
か
な

か
見
え
て
こ
な
い
状
況
が
あ
り
、江
陰

市
と
の
友
好
都
市
と
し
て
の
有
効
期
限

が
来
年
８
月
と
の
こ
と
で
す
が
そ
の
在

り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

●
教
育
部
長
　上
原
　昇
　

　
２
０
１
５
年
江
陰
市
よ
り
南
城
市
と

友
好
都
市
の
関
係
を
結
び
た
い
と
の
提

案
が
あ
り
そ
の
年
か
ら
中
学
生
の
中
国

交
流
研
修
が
開
催
さ
れ
た
。

●
企
画
部
長
　糸
数
　義
人

　
２
０
１
１
年
沖
縄
で
開
い
た
江
蘇
料

理
フ
ェ
ア
や
江
陰
市
の
企
業
視
察
団
が

南
城
市
を
訪
問
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
行
政
交
流
、民
間
レ
ベ
ル
の
交
流
を

続
け
て
き
ま
し
た
。２
０
１
４
年
南
城

市
長
、観
光
商
工
課
長
等
が
江
陰
市
の

中
学
校
を
視
察
し
15
年
に
は
江
陰
市
民

を
中
心
と
す
る
交
流
団
が
南
城
市
を
訪

問
し
商
工
会
、観
光
協
会
を
中
心
に
民

間
交
流
を
行
い
ま
し
た
。締
結
後
は
中

学
生
の
国
際
交
流
事
業
の
み
が
毎
年
継

続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
昨
今
の
短
期
間
の
大
雨
は
各
地
で
多

く
の
被
害
が
出
て
お
り
、農
家
及
び
市

民
に
大
き
な
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

個
人
で
の
対
応
も
限
界
が
あ
り
行
政
の

支
援
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
市
の
見

解
を
伺
う
。

●
総
務
部
長
　屋
比
久
　正
明

　
局
部
的
な
整
備
で
は
な
く
複
合
的
・

面
的
な
ハ
ー
ド
整
備
が
必
要
で
、ソ
フ

ト
面
や
自
助
に
よ
る
総
合
的
な
防
災
対

策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
農
林
水
産
部
長
　嶺
井
　洋

　
畑
の
土
の
運
搬
に
つ
い
て
は
原
材
料

支
給
が
対
応
で
き
る
か
検
討
し
た
ほ
う

が
い
い
か
な
と
思
う
。

●
土
木
建
築
部
長
　玉
城
　勉

　
南
城
市
防
災
マ
ッ
プ
の
中
以
外
に
も

冠
水
箇
所
が
あ
り
、大
雨
時
こ
こ
ま
で

水
が
来
ま
す
と
冠
水
注
意
を
何
ら
か
の

表
示
を
電
柱
等
に
で
き
な
い
か
市
民
周

知
に
取
り
組
み
た
い
。

　
南
城
市
の
特
別
支
援
教
育
の
現
状
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
令
和
２
年
度
の
通
級
指
導
教
室
設
置

状
況

②
通
級
を
必
要
と
す
る
南
城
市
内
の
全

小
・
中
学
校
毎
の
児
童
の
人
数
及
び

通
級
待
機
児
童
の
人
数

③
平
成
30
年
度
の
南
城
市
教
育
事
務
点

検
評
価
報
告
書
に
お
い
内
部
評
価
と

外
部
評
価
に
大
き
な
差
異
が
あ
る

●
教
育
部
長
　上
原
　昇
　

①
大
里
南
小
学
校
の
通
級
教
室
は
24
名

で
２
学
級
配
置
（
１
学
級
増
）、
大

里
中
学
校
の
通
級
教
室
は
19
名
で
１

学
級
配
置
（
新
設
）。
ま
た
、
大
里

南
小
の
通
級
担
当
職
員
が
週
１
回
、

他
校
の
巡
回
指
導
を
実
施

②
中
学
校
が
19
名
、
小
学
校
が
31
名
、

待
機
児
童
が
１
名
（
中
学
）
で
す
。

③
大
き
な
差
異
に
つ
い
て
は
、
評
価
の

視
点
に
よ
る
も
の
と
捉
て
い
て
、
内

部
評
価
は
年
間
で
評
価
し
、
外
部
評

価
は
４
月
開
校
時
で
評
価
し
て
い
る

為
差
異
が
生
じ
て
い
ま
す
。

●
教
育
長
　上
原
　廣
子

特
別
支
援
の
子
は
、
自
立
に
向
け
て
支

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
市
長
　瑞
慶
覧
　長
敏

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
と
い
う
理
念
の

下
、
行
政
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
人
口
増
加
が
顕
著
な
大
里
地
域
で
は
、

家
庭
ご
み
排
出
量
も
急
激
に
増
加
し
、

業
者
間
で
処
分
す
る
ゴ
ミ
の
量
は
大
き

な
差
が
あ
り
公
平
性
を
欠
い
て
い
ま
す
。

①
８
業
者
の
先
月
に
お
け
る
、
環
境
美

化
セ
ン
タ
ー
へ
の
毎
日
の
最
終
搬
入

時
間

②
公
平
性
を
図
り
、
ゴ
ミ
の
量
に
応
じ

て
収
集
区
割
は
変
更
改
善
す
べ
き
で

は
な
い
か

●
市
民
部
長
　永
吉
　盛
哲

①
東
部
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
最
終

搬
入
、
最
速
９
時
40
分
、
最
遅
16
時

28
分
、
島
尻
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ

の
最
終
搬
入
、
最
速
９
時
21
分
、
最

遅
17
時
41
分

②
収
集
業
者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

次
年
度
に
向
け
て
収
集
範
囲
の
見
直

し
を
検
討
し
ま
す
。

質

災
害
対
策
等
に
つ
い
て

質

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
に
つ

い
て

質

中
山
地
区
の
農
地
耕
作
条
件
改

善
事
業
に
つ
い
て

質
水
産
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

質

道
路
網
整
備
に
つ
い
て

質

中
国
友
好
都
市
江
陰
市
に
つ
い

て
質

大
雨
被
害
に
つ
い
て

質

特
別
支
援
教
育
等
に
つ
い
て

質

家
庭
ゴ
ミ
の
地
域
別
ゴ
ミ
収
集

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

質

中村  直哉

宮城  秋夫玉城　健

計
画
通
り
進
捗
し
て
い
る
が
落

差
工
は
検
討
す
る

答

予
算
獲
得
が
厳
し
く
計
画
通
り

に
は
な
ら
な
い

答
次
年
度
に
向
け
て
収
集
範
囲
の

見
直
し
を
検
討

答
引
き
続
き
振
興
策
に
取
り
組
む

答

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
と
い
う

理
念
の
下
、
し
っ
か
り
と
行
政

に
当
た
っ
て
い
く

答

市
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
敷
地
等

に
変
更
方
針

答

南
部
土
木
事
務
所
が
災
害
復
旧

事
業
を
検
討

答

方
針
案
を
一
度
取
り
下
げ
、再

度
検
証
す
る

答
事
業
の
成
果
を
精
査
し
た
上
で

判
断
し
た
い

答

総
合
的
な
防
災
対
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る

答

質答

質答

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。
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宮平  憲二

⑴
３
月
27
日
の
住
民
説
明
会
の
意
見
集

約
⑵
大
里
幼
稚
園
の
用
地
決
定

⑶
今
後
の
建
設
に
向
け
た
工
程
表

以
上
３
点
に
つ
い
て
伺
う 

●
教
育
部
長
　上
原
　昇
　

⑴
市
が
示
し
た
大
里
北
小
学
校
跡
地

は
、地
理
的
条
件
等
で
多
数
の
反
対

意
見
が
あ
っ
た
。

⑵
大
里
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
駐

車
場
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
敷
地
へ

見
直
す
。

⑶
７
月
に
住
民
説
明
会
、基
本
設
計
等

の
入
札
予
定
だ
が
遅
れ
て
い
る
。

⑴
こ
れ
ま
で
の
方
針
見
直
し
の
理
由

⑵
今
後
の
整
備
・
運
営
方
針
　
以
上
２

点
つ
い
て
伺
う
。

●
市
長
　瑞
慶
覧
　長
敏

　
１
）２
）認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る

方
針
そ
の
も
の
に
変
更
は
な
い
が
、今

後
の
運
営
・
整
備
方
針
に
つ
い
て
は
、

大
里
統
合
幼
稚
園
の
方
針
が
決
ま
り
次

第
、再
考
し
て
い
き
た
い
。

福
祉
部
を
中
心
に
実
に
多
く
の
会

議
を
経
て
、財
政
面
等
を
考
慮
し
、

公
立
１
園
と
し
た
結
論
に
市
長
の

そ
の
考
え
は
変
わ
っ
て
な
い
か
。

　 市
長
　瑞
慶
覧
　長
敏

　
今
で
も
ベ
ス
ト
な
案
だ
と
い
う
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い

⑴
今
年
の
大
雨
等
で
の
災
害
及
び
農
作

物
等
へ
の
被
害
状
況
２
）県
道
86
号

線（
仲
程
か
ら
当
間
向
け
）土
砂
崩
れ

対
策
　
以
上
２
点
に
つ
い
て
伺
う

●
農
林
水
産
部
長
　嶺
井
　洋

⑴
畑
の
土
砂
流
出
や
農
道
冠
水
被
害
等

44
件
農
作
物
で
は
オ
ク
ラ
、ゴ
ー
ヤ

な
ど
の
被
害
が
17
件
。

●
土
木
建
築
部
長
　玉
城
　勉

⑵
市
は
、当
該
歩
道
へ
の
立
入
禁
止
等

を
行
い
道
路
管
理
者
で
あ
る
南
部
土

木
事
務
所
へ
早
期
復
旧
対
策
を
要
請

し
た
。

※

他
に『
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

つ
い
て
』も
質
問
し
ま
し
た
。

①
海
へ
の
土
砂
流
出
を
防
ぐ
目
的
で
落
差

工
を
５
か
所
計
画
す
る
現
状
を
伺
う
。

②
圃
場
か
ら
の
土
砂
流
出
を
防
ぐ
目
的

の
沈
砂
池
の
現
状
を
伺
う
。

●
農
林
水
産
部
長
　嶺
井
　洋
　

①
実
施
設
計
で
、落
差
工
は
設
け
な
い

計
画
に
変
更
。

②
圃
場
周
辺
の
排
水
路
に
対
し
４
か
所

の
沈
砂
池
を
設
け
る
計
画
。

落
差
工（
ど
ろ
溜
め
）は
海
へ
の
土

砂
流
出
を
防
止
す
る
意
味
で
も
必

要
で
は
な
い
か

　 農
林
水
産
部
長
　嶺
井
　洋

 

上
流
と
か
で
落
差
工
的
な
泥
だ
め
ま

す
等
が
で
き
る
か
今
後
検
討
す
る
。

①
奥
武
、志
喜
屋
、久
高
の
３
漁
港
並
び

に
港
湾
整
備
に
つ
い
て

②
モ
ズ
ク
や
ア
ー
サ
の
収
穫
量
が
減
少

傾
向
で
あ
る
。海
底
耕
運
を
行
い
栄

養
価
の
高
い
漁
場
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
伺
う

●
農
林
水
産
部
長
　嶺
井
　洋

①
３
漁
港
と
も
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

事
業（
南
城
市
Ⅲ
地
区
）で
取
り
組
む

予
定
。

　
係
留
施
設
や
漁
港
施
設
用
地
の
整
備
、

令
和
４
年
か
ら
７
年
ま
で
の
計
画
。

②
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
検
討
す
る
。

①
一
括
交
付
金
で
採
択
さ
れ
た
の
は
何
路

線
で
総
延
長
と
総
事
業
費
は
幾
ら
か
。

②
ハ
ー
ド
交
付
金
は
年
々
減
少
し
て
い
る

が
、最
終
年
度
に
残
る
総
延
長
と
総
事

業
費
は
幾
ら
か
。ま
た
、一
般
財
源
の
持

ち
出
し
は
幾
ら
か
。

③
高
率
補
助
の
期
限
内
に
完
成
す
る
の
か

ど
う
か
。

●
土
木
建
築
部
長
　玉
城
　勉

①
５
路
線
で
、総
延
長
６
，０
８
０
ｍ
、

総
事
業
費
約
27
億
９
，７
０
０
万
円
。

　
一
括
交
付
金
は
令
和
３
年
度
が
最
終

年
度
と
さ
れ
、本
年
度
の
交
付
決
定

額
は
要
望
額
の
28
％
で
、次
年
度
の

交
付
決
定
額
は
見
通
せ
な
い
状
況
。

②
令
和
２
年
度
末
の
時
点
で
残
る
総
延

長
が
４
，２
４
７
ｍ
、事
業
費
が
約
１

０
億
９
，９
０
０
万
円
、う
ち
市
の
負

担
分
が
約
２
億
２
，０
０
０
万
円
。

③
目
標
期
限
内
に
完
成
す
る
か
お
答
え

で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

大
里
幼
稚
園
の
建
設
等
に
つ
い
て

　
２
０
１
６
年
、中
国
江
陰
市
と
南
城

市
は
友
好
都
市
と
し
て
提
携
調
印
を

し
、中
学
生
国
際
交
流
事
業
で
中
学
生

を
毎
年
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。友
好
都

市
と
し
て
の
江
陰
市
の
状
況
が
な
か
な

か
見
え
て
こ
な
い
状
況
が
あ
り
、江
陰

市
と
の
友
好
都
市
と
し
て
の
有
効
期
限

が
来
年
８
月
と
の
こ
と
で
す
が
そ
の
在

り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

●
教
育
部
長
　上
原
　昇
　

　
２
０
１
５
年
江
陰
市
よ
り
南
城
市
と

友
好
都
市
の
関
係
を
結
び
た
い
と
の
提

案
が
あ
り
そ
の
年
か
ら
中
学
生
の
中
国

交
流
研
修
が
開
催
さ
れ
た
。

●
企
画
部
長
　糸
数
　義
人

　
２
０
１
１
年
沖
縄
で
開
い
た
江
蘇
料

理
フ
ェ
ア
や
江
陰
市
の
企
業
視
察
団
が

南
城
市
を
訪
問
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
行
政
交
流
、民
間
レ
ベ
ル
の
交
流
を

続
け
て
き
ま
し
た
。２
０
１
４
年
南
城

市
長
、観
光
商
工
課
長
等
が
江
陰
市
の

中
学
校
を
視
察
し
15
年
に
は
江
陰
市
民

を
中
心
と
す
る
交
流
団
が
南
城
市
を
訪

問
し
商
工
会
、観
光
協
会
を
中
心
に
民

間
交
流
を
行
い
ま
し
た
。締
結
後
は
中

学
生
の
国
際
交
流
事
業
の
み
が
毎
年
継

続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
昨
今
の
短
期
間
の
大
雨
は
各
地
で
多

く
の
被
害
が
出
て
お
り
、農
家
及
び
市

民
に
大
き
な
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

個
人
で
の
対
応
も
限
界
が
あ
り
行
政
の

支
援
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
市
の
見

解
を
伺
う
。

●
総
務
部
長
　屋
比
久
　正
明

　
局
部
的
な
整
備
で
は
な
く
複
合
的
・

面
的
な
ハ
ー
ド
整
備
が
必
要
で
、ソ
フ

ト
面
や
自
助
に
よ
る
総
合
的
な
防
災
対

策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
農
林
水
産
部
長
　嶺
井
　洋

　
畑
の
土
の
運
搬
に
つ
い
て
は
原
材
料

支
給
が
対
応
で
き
る
か
検
討
し
た
ほ
う

が
い
い
か
な
と
思
う
。

●
土
木
建
築
部
長
　玉
城
　勉

　
南
城
市
防
災
マ
ッ
プ
の
中
以
外
に
も

冠
水
箇
所
が
あ
り
、大
雨
時
こ
こ
ま
で

水
が
来
ま
す
と
冠
水
注
意
を
何
ら
か
の

表
示
を
電
柱
等
に
で
き
な
い
か
市
民
周

知
に
取
り
組
み
た
い
。

　
南
城
市
の
特
別
支
援
教
育
の
現
状
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
令
和
２
年
度
の
通
級
指
導
教
室
設
置

状
況

②
通
級
を
必
要
と
す
る
南
城
市
内
の
全

小
・
中
学
校
毎
の
児
童
の
人
数
及
び

通
級
待
機
児
童
の
人
数

③
平
成
30
年
度
の
南
城
市
教
育
事
務
点

検
評
価
報
告
書
に
お
い
内
部
評
価
と

外
部
評
価
に
大
き
な
差
異
が
あ
る

●
教
育
部
長
　上
原
　昇
　

①
大
里
南
小
学
校
の
通
級
教
室
は
24
名

で
２
学
級
配
置
（
１
学
級
増
）、
大

里
中
学
校
の
通
級
教
室
は
19
名
で
１

学
級
配
置
（
新
設
）。
ま
た
、
大
里

南
小
の
通
級
担
当
職
員
が
週
１
回
、

他
校
の
巡
回
指
導
を
実
施

②
中
学
校
が
19
名
、
小
学
校
が
31
名
、

待
機
児
童
が
１
名
（
中
学
）
で
す
。

③
大
き
な
差
異
に
つ
い
て
は
、
評
価
の

視
点
に
よ
る
も
の
と
捉
て
い
て
、
内

部
評
価
は
年
間
で
評
価
し
、
外
部
評

価
は
４
月
開
校
時
で
評
価
し
て
い
る

為
差
異
が
生
じ
て
い
ま
す
。

●
教
育
長
　上
原
　廣
子

特
別
支
援
の
子
は
、
自
立
に
向
け
て
支

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
市
長
　瑞
慶
覧
　長
敏

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
と
い
う
理
念
の

下
、
行
政
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
人
口
増
加
が
顕
著
な
大
里
地
域
で
は
、

家
庭
ご
み
排
出
量
も
急
激
に
増
加
し
、

業
者
間
で
処
分
す
る
ゴ
ミ
の
量
は
大
き

な
差
が
あ
り
公
平
性
を
欠
い
て
い
ま
す
。

①
８
業
者
の
先
月
に
お
け
る
、
環
境
美

化
セ
ン
タ
ー
へ
の
毎
日
の
最
終
搬
入

時
間

②
公
平
性
を
図
り
、
ゴ
ミ
の
量
に
応
じ

て
収
集
区
割
は
変
更
改
善
す
べ
き
で

は
な
い
か

●
市
民
部
長
　永
吉
　盛
哲

①
東
部
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
最
終

搬
入
、
最
速
９
時
40
分
、
最
遅
16
時

28
分
、
島
尻
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
へ

の
最
終
搬
入
、
最
速
９
時
21
分
、
最

遅
17
時
41
分

②
収
集
業
者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

次
年
度
に
向
け
て
収
集
範
囲
の
見
直

し
を
検
討
し
ま
す
。

質

災
害
対
策
等
に
つ
い
て

質

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
に
つ

い
て

質

中
山
地
区
の
農
地
耕
作
条
件
改

善
事
業
に
つ
い
て

質
水
産
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

質

道
路
網
整
備
に
つ
い
て

質

中
国
友
好
都
市
江
陰
市
に
つ
い

て
質

大
雨
被
害
に
つ
い
て

質

特
別
支
援
教
育
等
に
つ
い
て

質

家
庭
ゴ
ミ
の
地
域
別
ゴ
ミ
収
集

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

質

中村  直哉

宮城  秋夫玉城　健

計
画
通
り
進
捗
し
て
い
る
が
落

差
工
は
検
討
す
る

答

予
算
獲
得
が
厳
し
く
計
画
通
り

に
は
な
ら
な
い

答
次
年
度
に
向
け
て
収
集
範
囲
の

見
直
し
を
検
討

答
引
き
続
き
振
興
策
に
取
り
組
む

答

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
と
い
う

理
念
の
下
、
し
っ
か
り
と
行
政

に
当
た
っ
て
い
く

答

市
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
敷
地
等

に
変
更
方
針

答

南
部
土
木
事
務
所
が
災
害
復
旧

事
業
を
検
討

答

方
針
案
を
一
度
取
り
下
げ
、再

度
検
証
す
る

答
事
業
の
成
果
を
精
査
し
た
上
で

判
断
し
た
い

答

総
合
的
な
防
災
対
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る

答

質答

質答

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。
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吉田　潤森山  悟
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欠
席
の
事
由
　○
：
出
席
　△
：
途
中
出
席
　▲
：
途
中
退
席
　除
：
除
斥

　
　
　
　
　
　公
：
公
務
　病
：
病
休
　
　
　他
：
そ
の
他

　
子
ど
も
た
ち
の
環
境
は
保
護
者
か
ら

も
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
は
公
立
幼
稚
園
に
関
し
３
月
市

民
説
明
会
で
は
認
定
こ
ど
も
園
移
行
、

そ
の
後
二
転
三
転
と
方
針
転
換
。
子
ど

も
た
ち
の
未
来
を
見
据
え
た
施
策
が
重

要
の
た
め
伺
う
。

①
市
の
方
針
に
つ
い
て

②
０
〜
２
歳
児
保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
つ
い
て

③
幼
稚
園
先
生
方
か
ら
提
出
の
意
見
書

に
つ
い
て

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏
　

　
認
定
こ
ど
も
園
移
行
方
針
を
取
り
下

げ
る
が
、
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る

こ
と
に
変
更
は
な
い
。

●
教
育
長
　
上
原
　
廣
子

　
統
合
幼
稚
園
で
造
り
い
ず
れ
認
定
こ

ど
も
園
に
移
行

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

　
大
里
北
小
学
校
跡
地
に
統
合
幼
稚
園

を
建
設
す
る
賛
成
53
％
、
反
対
47
％

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
先
生
方
か
ら
は
保
護
者
も
期
待
し
て

い
る
。こ
れ
ま
で
の
公
立
１
園
の
方
針
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
３
月
議
会
で
学
校
給
食
の
異
物
購
入

に
つ
い
て
質
問
し
、
市
長
よ
り
保
護
者

に
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
と
答
弁

だ
が
そ
の
後
保
護
者
へ
の
説
明
が
な
い
。

ま
た
南
城
市
独
自
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
臨
時
休
校
中
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
た
昼
食
の
提
供
に
つ
い
て

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

　
こ
れ
か
ら
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
。
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
は
、
活

用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く

●
教
育
長
　
上
原
　
廣
子

　
児
童
増
や
施
設
老
朽
化
も
出
て
く
る
、

見
直
さ
な
い
と
い
け
な
い

　
国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
す

が
病
気
や
ケ
ガ
で
仕
事
が
で
き
な
い
時

の
傷
病
手
当
が
な
い
。
加
入
者
が
安
心

で
き
る
傷
病
手
当
制
度
の
課
題
と
対
策

に
つ
い
て

●
市
民
部
長
　
永
吉
　
盛
哲

　
市
の
国
保
財
政
は
毎
年
赤
字
の
た
め

財
政
強
化
が
必
要
。

　
今
後
県
と
の
会
議
で
、
南
城
市
か
ら

は
傷
病
手
当
の
要
請
を
国
へ
あ
げ
て
も

ら
い
、
財
政
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
。

　
市
道
知
念
23
号
線
が
通
る
字
知
念
６

７
４
番
地
付
近
の
道
路
か
ら
大
雨
時
の

た
び
に
冠
水
し
道
路
下
の
民
家
に
流
れ

込
み
危
険
な
状
態
で
あ
る
が
早
急
な
対

応
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉
　

　
擁
壁
崩
壊
等
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
現
在
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
調
査
・
設

計
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
市
道
知
念
12
号
線
の
道
路
が
宅
地
と

高
低
差
が
あ
り
転
落
防
止
の
設
置
が
で

き
な
い
か
、ま
た
市
道
12
号
線
と
交
差

す
る
道
路
は
国
道
３
３
１
号
に
抜
け
る

道
路
で
知
念
城
址
や
カ
フ
ェ
く
る
く
ま

に
訪
れ
る
観
光
客
が
頻
繁
に
利
用
し
て

い
ま
す
が
排
水
溝
に
蓋
が
設
置
さ
れ
て

な
い
た
め
に
脱
輪
事
故
が
あ
り
地
域
の

方
々
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
状
態
で
あ

る
、転
落
防
止
と
脱
輪
防
止
の
早
急
な

対
策
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉

　
優
先
順
位
等
を
考
慮
し
、検
討
・
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

●
農
林
水
産
部
長
　
嶺
井
　
洋

　
排
水
路
沿
い
に
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
等
を

設
置
し
転
落
・
脱
輪
防
止
の
対
策
も
併

せ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
財
政
が
厳
し
い
中
で
、市
民
の
皆
様

に
は
そ
う
い
う
こ
と
で
進
め
ま
す
と
市

長
は
説
明
会
の
中
で
は
堂
々
と
い
っ
て

い
ま
す
。大
里
の
幼
稚
園
統
合
と
は
切

り
離
し
て
今
ま
で
の
方
針
で
推
し
進
め

て
い
く
市
長
の
英
断
す
る
時
期
は
今
だ

と
思
い
ま
す
が
市
長
の
所
見
を
伺
い
ま

す
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
２
年
間
か
け
て
、議
論
を
し
な
が
ら

や
っ
て
き
ま
し
た
が
一
旦
見
直
し
て
、

今
抱
え
て
い
る
課
題
、公
立
の
本
当
の

在
り
方
を
も
う
一
度
、再
検
証
す
る
。そ

れ
か
ら
、当
然
、保
育
の
在
り
方
教
育
の

在
り
方
、財
政
を
含
め
て
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
の
移
行
方
針
に

つ
い
て

①
工
事
の
進
捗
状
況
を
伺
う

②
５
月
２
日
、６
日
の
冠
水
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う

③
今
後
の
市
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う

●
農
林
水
産
部
長
　
嶺
井
　
洋
　

①
防
災
工
調
整
池
２
か
所
及
び
浸
透
池

２
か
所
に
つ
い
て
は
、調
整
池
１
か

所
が
完
了
し
て
お
り
、排
水
路
工
に

つ
い
て
は
、63
ｍ
が
完
成
し
て
お
り

現
在
施
工
中
の
排
水
路
整
備
工
事
、

延
長
１
７
３
ｍ
に
つ
い
て
は
、７
月

末
に
完
了
す
る
見
込
み
。

②
職
員
に
よ
る
清
掃
、片
付
け
本
市
商

工
会
建
設
部
会
の
協
力
の
も
と
、水

中
ポ
ン
プ
で
復
及
作
業
を
行
う
。

③
令
和
２
年
度
に
事
業
費
の
増
額
に
伴

う
計
画
変
更
法
手
続
を
進
め
、令
和

３
年
に
残
土
工
事
を
行
い
、事
業
完

了
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
次
亜
塩
素
酸
水
生
成
の
安
全
性
に
つ

い
て

②
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

③
コ
ロ
ナ
影
響
で
下
田
海
岸
、農
道
ゴ

ミ
問
題

●
市
民
部
長
　
永
吉
　
盛
哲

①
経
済
産
業
省
は
、安
全
性
に
つ
い
て

は
確
立
さ
れ
た
評
価
方
法
が
存
在
し

な
い
と
あ
る
。

②
感
染
拡
大
の
防
止
に
向
け
、三
密
の

回
避
を
初
め
、マ
ス
ク
の
着
用
、手
洗

い
、せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
予
防
策
の
継
続
実
施
。

③
利
用
自
粛
や
、ご
み
持
ち
帰
り
等
の

看
板
を
設
置
し
て
注
意
喚
起
を
し
、

定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

行
く
。

①
百
名
小
学
校
前
の
道
路
冠
水
に
つ
い

て
伺
う

●
土
木
建
築
部
　
玉
城
　
勉

①
排
水
路
の
詰
ま
り
等
も
含
め
て
調
査

を
行
な
い
、改
修
等
必
要
な
箇
所
は

対
応
し
て
行
く
。

質

学
校
給
食
の
異
物
混
入
と
そ
の

後
の
対
応
に
つ
い
て

質
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
傷
病

手
当
に
つ
い
て

質

災
害
対
策
に
つ
い
て

質

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

質

市
道
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
百
名
地
区
農
地
耕
作
条
件
改
善

事
業
に
つ
い
て

質

５
月
６
日
の
大
雨
対
応
に
つ
い

て
伺
う

質

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
に
つ
い
て

質

上地  寿賀子

設
計
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す

答

財
政
を
含
め
て
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

答
検
討
・
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す

答

早
め
の
対
応
で
行
っ
て
い
く

答

市
民
の
安
心
安
全
を
守
っ
て

い
く

答
調
査
を
行
い
対
応
し
て
行
く
。

答

認
定
こ
ど
も
園
移
行
に
変
更
は

な
い

答

県
の
会
議
に
あ
げ
国
に
要
請
す
る

答
こ
れ
か
ら
掲
載
。コ
ロ
ナ
禍
の
昼

食
提
供
を
検
討
す
る
。

答

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。
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吉田　潤森山  悟

令和 2年 6月定例会 議員別出欠一覧表
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本
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任
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④
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③
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会
②
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会
①

本
会
議
⑤

本
会
議
④

本
会
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会
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本
会
議
①

総
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祉
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会

産
業
教
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会

議長

会議日程
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○
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欠
席
の
事
由
　○
：
出
席
　△
：
途
中
出
席
　▲
：
途
中
退
席
　除
：
除
斥

　
　
　
　
　
　公
：
公
務
　病
：
病
休
　
　
　他
：
そ
の
他

　
子
ど
も
た
ち
の
環
境
は
保
護
者
か
ら

も
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
は
公
立
幼
稚
園
に
関
し
３
月
市

民
説
明
会
で
は
認
定
こ
ど
も
園
移
行
、

そ
の
後
二
転
三
転
と
方
針
転
換
。
子
ど

も
た
ち
の
未
来
を
見
据
え
た
施
策
が
重

要
の
た
め
伺
う
。

①
市
の
方
針
に
つ
い
て

②
０
〜
２
歳
児
保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
つ
い
て

③
幼
稚
園
先
生
方
か
ら
提
出
の
意
見
書

に
つ
い
て

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏
　

　
認
定
こ
ど
も
園
移
行
方
針
を
取
り
下

げ
る
が
、
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る

こ
と
に
変
更
は
な
い
。

●
教
育
長
　
上
原
　
廣
子

　
統
合
幼
稚
園
で
造
り
い
ず
れ
認
定
こ

ど
も
園
に
移
行

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

　
大
里
北
小
学
校
跡
地
に
統
合
幼
稚
園

を
建
設
す
る
賛
成
53
％
、
反
対
47
％

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
先
生
方
か
ら
は
保
護
者
も
期
待
し
て

い
る
。こ
れ
ま
で
の
公
立
１
園
の
方
針
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　
３
月
議
会
で
学
校
給
食
の
異
物
購
入

に
つ
い
て
質
問
し
、
市
長
よ
り
保
護
者

に
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
と
答
弁

だ
が
そ
の
後
保
護
者
へ
の
説
明
が
な
い
。

ま
た
南
城
市
独
自
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
臨
時
休
校
中
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
た
昼
食
の
提
供
に
つ
い
て

●
教
育
部
長
　
上
原
　
昇

　
こ
れ
か
ら
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
。
コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
は
、
活

用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く

●
教
育
長
　
上
原
　
廣
子

　
児
童
増
や
施
設
老
朽
化
も
出
て
く
る
、

見
直
さ
な
い
と
い
け
な
い

　
国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
す

が
病
気
や
ケ
ガ
で
仕
事
が
で
き
な
い
時

の
傷
病
手
当
が
な
い
。
加
入
者
が
安
心

で
き
る
傷
病
手
当
制
度
の
課
題
と
対
策

に
つ
い
て

●
市
民
部
長
　
永
吉
　
盛
哲

　
市
の
国
保
財
政
は
毎
年
赤
字
の
た
め

財
政
強
化
が
必
要
。

　
今
後
県
と
の
会
議
で
、
南
城
市
か
ら

は
傷
病
手
当
の
要
請
を
国
へ
あ
げ
て
も

ら
い
、
財
政
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
。

　
市
道
知
念
23
号
線
が
通
る
字
知
念
６

７
４
番
地
付
近
の
道
路
か
ら
大
雨
時
の

た
び
に
冠
水
し
道
路
下
の
民
家
に
流
れ

込
み
危
険
な
状
態
で
あ
る
が
早
急
な
対

応
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉
　

　
擁
壁
崩
壊
等
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
現
在
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
調
査
・
設

計
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
市
道
知
念
12
号
線
の
道
路
が
宅
地
と

高
低
差
が
あ
り
転
落
防
止
の
設
置
が
で

き
な
い
か
、ま
た
市
道
12
号
線
と
交
差

す
る
道
路
は
国
道
３
３
１
号
に
抜
け
る

道
路
で
知
念
城
址
や
カ
フ
ェ
く
る
く
ま

に
訪
れ
る
観
光
客
が
頻
繁
に
利
用
し
て

い
ま
す
が
排
水
溝
に
蓋
が
設
置
さ
れ
て

な
い
た
め
に
脱
輪
事
故
が
あ
り
地
域
の

方
々
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
状
態
で
あ

る
、転
落
防
止
と
脱
輪
防
止
の
早
急
な

対
策
が
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

●
土
木
建
築
部
長
　
玉
城
　
勉

　
優
先
順
位
等
を
考
慮
し
、検
討
・
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

●
農
林
水
産
部
長
　
嶺
井
　
洋

　
排
水
路
沿
い
に
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
等
を

設
置
し
転
落
・
脱
輪
防
止
の
対
策
も
併

せ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
財
政
が
厳
し
い
中
で
、市
民
の
皆
様

に
は
そ
う
い
う
こ
と
で
進
め
ま
す
と
市

長
は
説
明
会
の
中
で
は
堂
々
と
い
っ
て

い
ま
す
。大
里
の
幼
稚
園
統
合
と
は
切

り
離
し
て
今
ま
で
の
方
針
で
推
し
進
め

て
い
く
市
長
の
英
断
す
る
時
期
は
今
だ

と
思
い
ま
す
が
市
長
の
所
見
を
伺
い
ま

す
。

●
市
長
　
瑞
慶
覧
　
長
敏

　
２
年
間
か
け
て
、議
論
を
し
な
が
ら

や
っ
て
き
ま
し
た
が
一
旦
見
直
し
て
、

今
抱
え
て
い
る
課
題
、公
立
の
本
当
の

在
り
方
を
も
う
一
度
、再
検
証
す
る
。そ

れ
か
ら
、当
然
、保
育
の
在
り
方
教
育
の

在
り
方
、財
政
を
含
め
て
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
の
移
行
方
針
に

つ
い
て

①
工
事
の
進
捗
状
況
を
伺
う

②
５
月
２
日
、６
日
の
冠
水
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う

③
今
後
の
市
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う

●
農
林
水
産
部
長
　
嶺
井
　
洋
　

①
防
災
工
調
整
池
２
か
所
及
び
浸
透
池

２
か
所
に
つ
い
て
は
、調
整
池
１
か

所
が
完
了
し
て
お
り
、排
水
路
工
に

つ
い
て
は
、63
ｍ
が
完
成
し
て
お
り

現
在
施
工
中
の
排
水
路
整
備
工
事
、

延
長
１
７
３
ｍ
に
つ
い
て
は
、７
月

末
に
完
了
す
る
見
込
み
。

②
職
員
に
よ
る
清
掃
、片
付
け
本
市
商

工
会
建
設
部
会
の
協
力
の
も
と
、水

中
ポ
ン
プ
で
復
及
作
業
を
行
う
。

③
令
和
２
年
度
に
事
業
費
の
増
額
に
伴

う
計
画
変
更
法
手
続
を
進
め
、令
和

３
年
に
残
土
工
事
を
行
い
、事
業
完

了
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
次
亜
塩
素
酸
水
生
成
の
安
全
性
に
つ

い
て

②
今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

③
コ
ロ
ナ
影
響
で
下
田
海
岸
、農
道
ゴ

ミ
問
題

●
市
民
部
長
　
永
吉
　
盛
哲

①
経
済
産
業
省
は
、安
全
性
に
つ
い
て

は
確
立
さ
れ
た
評
価
方
法
が
存
在
し

な
い
と
あ
る
。

②
感
染
拡
大
の
防
止
に
向
け
、三
密
の

回
避
を
初
め
、マ
ス
ク
の
着
用
、手
洗

い
、せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
基
本

的
な
感
染
予
防
策
の
継
続
実
施
。

③
利
用
自
粛
や
、ご
み
持
ち
帰
り
等
の

看
板
を
設
置
し
て
注
意
喚
起
を
し
、

定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

行
く
。

①
百
名
小
学
校
前
の
道
路
冠
水
に
つ
い

て
伺
う

●
土
木
建
築
部
　
玉
城
　
勉

①
排
水
路
の
詰
ま
り
等
も
含
め
て
調
査

を
行
な
い
、改
修
等
必
要
な
箇
所
は

対
応
し
て
行
く
。

質

学
校
給
食
の
異
物
混
入
と
そ
の

後
の
対
応
に
つ
い
て

質
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
傷
病

手
当
に
つ
い
て

質

災
害
対
策
に
つ
い
て

質

認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

質

市
道
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
百
名
地
区
農
地
耕
作
条
件
改
善

事
業
に
つ
い
て

質

５
月
６
日
の
大
雨
対
応
に
つ
い

て
伺
う

質

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
に
つ
い
て

質

上地  寿賀子

設
計
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す

答

財
政
を
含
め
て
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

答
検
討
・
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す

答

早
め
の
対
応
で
行
っ
て
い
く

答

市
民
の
安
心
安
全
を
守
っ
て

い
く

答
調
査
を
行
い
対
応
し
て
行
く
。

答

認
定
こ
ど
も
園
移
行
に
変
更
は

な
い

答

県
の
会
議
に
あ
げ
国
に
要
請
す
る

答
こ
れ
か
ら
掲
載
。コ
ロ
ナ
禍
の
昼

食
提
供
を
検
討
す
る
。

答

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。

議会中継
※詳細について
は公開されて
いる議事録ま
たは議会中継
もぜひご覧下
さい。
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一般質問一般質問令和２年（2020年）６月定例会号 令和２年（2020年）６月定例会号



　令和２年５月８日付で、これまで産業教育常任委員会が発委し全会一致で可決し県議会に送付し
ていた陳情（決議）が、県議会議員の改選により審議未了になったとの通知を受けました。産業教
育常任委員会では協議の上で、新しい県議会にも再度検討していただくべく必要な微修正を施した
上で下記決議案を発意し、本会議において全会一致で可決されました。

　沖縄県による平成30年度の小中学生調査によれば、子どもの貧困率25.0％とやや改善されたとはいえ、
全国平均の倍近い数字です。「1年間に子どもを医療機関に受診させられなかった割合」は、小学校5年
生の保護者で大阪の5.8倍に上るなど、経済的理由で大きなリスクを抱えざるを得ない沖縄の子どもたち
の実情を示しています。
　子どもは病気にかかりやすく、抵抗力が弱いため重症化することも多く、病気の早期発見・早期治療
を支える環境をつくることが非常に大切です。子どもの医療費の心配をなくすことは、大きな子育て支
援にもなります。子ども医療費助成制度などをより充実させ、経済的理由による受診抑制をなくすことが、
今、緊急に求められています。
　自治体によるこども医療費助成制度は、この10年間で大きく広がりました。2019年4月1日現在、政
府厚労省調べで、中学校卒業以上の年齢まで医療費助成をしている県外の自治体は、「通院外来」で
90％に達しています。「就学前」までの助成制度は、県外では64自治体（3.8％）にすぎません。
　しかし、沖縄県内におけるこども医療費助成は「通院外来」で「中学卒業まで」63％しかなく、「就学前」
の自治体も13自治体（31.7％）（2020年4月1日現在）も残され、本土と比べて大きな格差があります。
　こういった実態も踏まえ沖縄県では、2018年10月から、就学前まで「一部負担なし」で「現物給付」
による完全無料化が実現しました。「さらに中学校卒業を目指す」としています。大いに歓迎し、2018
年の県議会決議の通り「早期実現」を求めるものです。
　子どもの医療費助成制度における本土との格差を一日も早くなくし、すべての沖縄の子どもたちの笑
顔のために、県の制度として、2021年度までに中学校卒業まで、医療費無料制度の拡大拡充を実現して
ください。
　
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。（以上、決議する。）

令和2年6月26日

沖縄県南城市議会

あて先　 （意見書）沖縄県知事
　　　　 （決　議）沖縄県議会議長

●発委第14号

●発委第15号

●発委第16号

●発委第17号

沖縄県における通院のこども医療費助成制度の
早期拡充を求める意見書・決議

　心臓移植は指定病院のある本土での入院・療養を必要とし、患者や家族の生活を大きく圧迫し深刻です。
　沖縄でも心臓血管医療技術の進化と移植法の改正等に伴い、移植手術の成功実績は増加しています。
　ドナーからレシピエントに引き継がれた命を大切に安心して暮らせる社会をつくるために、今こそ制
度的な公的支援制度の創設と保証の実現が必要です。
　よって、南城市議会は下記のことを強く要請する。
　

記

１．心臓移植を受ける沖縄県民の患者と付添人の本土での宿泊費の予算確保と支援制度の創設を求めます。 

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

令和2年6月26日

沖縄県南城市議会

あて先　沖縄県知事

本土と沖縄の医療格差の是正を求める意見書

こども医療費助成制度の改善を求める意見書

産業教育委員会の発委

　沖縄県による平成30年度の小中学生調査によれば、子どもの貧困率25.0％とやや改善されたとはいえ、
全国平均の倍近い数字です。「1年間に子どもを医療機関に受診させられなかった割合」は、小学校5年
生の保護者で大阪の5.8倍に上るなど、経済的理由で大きなリスクを抱えざるを得ない沖縄の子どもたち
の実情を示しています。
　子どもは病気にかかりやすく、抵抗力が弱いため重症化することも多く、病気の早期発見・早期治療
を支える環境をつくることが非常に大切です。子どもの医療費の心配をなくすことは、大きな子育て支
援にもなります。子ども医療費助成制度などをより充実させ、経済的理由による受診抑制をなくすことが、
今、緊急に求められています。
　自治体によるこども医療費助成制度は、この10年間で大きく広がりました。2019年4月1日現在、政
府厚労省調べで、中学校卒業以上の年齢まで医療費助成をしている県外の自治体は、「通院外来」で
90％に達しています。「就学前」までの助成制度は、県外では64自治体（3.8％）にすぎません。
　しかし、沖縄県内におけるこども医療費助成は「通院外来」で「中学卒業まで」63％しかなく、「就学前」
の自治体も13自治体（31.7％）（2020年4月1日現在）も残され、本土と比べて大きな格差があります。
すべての子どもたちの笑顔のために、都道府県格差をなくし、子どもの医療費助成制度の改善がすすむ
ように下記の事項について実現を求めます。

１．こどもの医療費助成制度を現物給付にした市町村の国保への国庫補助の削減（ペナルティー）は、
すべて廃止してください。 

２．国の制度として中学校卒業まで国の医療費無料制度を早期に実現してください。
　
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

令和2年6月26日

沖縄県南城市議会

あて先　
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣

県道77号線と県道86号線が交差する仲間交差点の改良を求める要
請決議について
県道17号線、湧稲国地区における狭隘箇所の早期改善を求める要請
決議について
南部東道路の早期完成を求める要請決議について中城湾港佐敷地区
沿岸部の住環境悪化への対応を
求める要請決議について
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令和２年（2020年）６月定例会号 令和２年（2020年）６月定例会号



　令和２年５月８日付で、これまで産業教育常任委員会が発委し全会一致で可決し県議会に送付し
ていた陳情（決議）が、県議会議員の改選により審議未了になったとの通知を受けました。産業教
育常任委員会では協議の上で、新しい県議会にも再度検討していただくべく必要な微修正を施した
上で下記決議案を発意し、本会議において全会一致で可決されました。

　沖縄県による平成30年度の小中学生調査によれば、子どもの貧困率25.0％とやや改善されたとはいえ、
全国平均の倍近い数字です。「1年間に子どもを医療機関に受診させられなかった割合」は、小学校5年
生の保護者で大阪の5.8倍に上るなど、経済的理由で大きなリスクを抱えざるを得ない沖縄の子どもたち
の実情を示しています。
　子どもは病気にかかりやすく、抵抗力が弱いため重症化することも多く、病気の早期発見・早期治療
を支える環境をつくることが非常に大切です。子どもの医療費の心配をなくすことは、大きな子育て支
援にもなります。子ども医療費助成制度などをより充実させ、経済的理由による受診抑制をなくすことが、
今、緊急に求められています。
　自治体によるこども医療費助成制度は、この10年間で大きく広がりました。2019年4月1日現在、政
府厚労省調べで、中学校卒業以上の年齢まで医療費助成をしている県外の自治体は、「通院外来」で
90％に達しています。「就学前」までの助成制度は、県外では64自治体（3.8％）にすぎません。
　しかし、沖縄県内におけるこども医療費助成は「通院外来」で「中学卒業まで」63％しかなく、「就学前」
の自治体も13自治体（31.7％）（2020年4月1日現在）も残され、本土と比べて大きな格差があります。
　こういった実態も踏まえ沖縄県では、2018年10月から、就学前まで「一部負担なし」で「現物給付」
による完全無料化が実現しました。「さらに中学校卒業を目指す」としています。大いに歓迎し、2018
年の県議会決議の通り「早期実現」を求めるものです。
　子どもの医療費助成制度における本土との格差を一日も早くなくし、すべての沖縄の子どもたちの笑
顔のために、県の制度として、2021年度までに中学校卒業まで、医療費無料制度の拡大拡充を実現して
ください。
　
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。（以上、決議する。）

令和2年6月26日

沖縄県南城市議会

あて先　 （意見書）沖縄県知事
　　　　 （決　議）沖縄県議会議長

●発委第14号

●発委第15号

●発委第16号

●発委第17号

沖縄県における通院のこども医療費助成制度の
早期拡充を求める意見書・決議

　心臓移植は指定病院のある本土での入院・療養を必要とし、患者や家族の生活を大きく圧迫し深刻です。
　沖縄でも心臓血管医療技術の進化と移植法の改正等に伴い、移植手術の成功実績は増加しています。
　ドナーからレシピエントに引き継がれた命を大切に安心して暮らせる社会をつくるために、今こそ制
度的な公的支援制度の創設と保証の実現が必要です。
　よって、南城市議会は下記のことを強く要請する。
　

記

１．心臓移植を受ける沖縄県民の患者と付添人の本土での宿泊費の予算確保と支援制度の創設を求めます。 

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

令和2年6月26日

沖縄県南城市議会

あて先　沖縄県知事

本土と沖縄の医療格差の是正を求める意見書

こども医療費助成制度の改善を求める意見書

産業教育委員会の発委

　沖縄県による平成30年度の小中学生調査によれば、子どもの貧困率25.0％とやや改善されたとはいえ、
全国平均の倍近い数字です。「1年間に子どもを医療機関に受診させられなかった割合」は、小学校5年
生の保護者で大阪の5.8倍に上るなど、経済的理由で大きなリスクを抱えざるを得ない沖縄の子どもたち
の実情を示しています。
　子どもは病気にかかりやすく、抵抗力が弱いため重症化することも多く、病気の早期発見・早期治療
を支える環境をつくることが非常に大切です。子どもの医療費の心配をなくすことは、大きな子育て支
援にもなります。子ども医療費助成制度などをより充実させ、経済的理由による受診抑制をなくすことが、
今、緊急に求められています。
　自治体によるこども医療費助成制度は、この10年間で大きく広がりました。2019年4月1日現在、政
府厚労省調べで、中学校卒業以上の年齢まで医療費助成をしている県外の自治体は、「通院外来」で
90％に達しています。「就学前」までの助成制度は、県外では64自治体（3.8％）にすぎません。
　しかし、沖縄県内におけるこども医療費助成は「通院外来」で「中学卒業まで」63％しかなく、「就学前」
の自治体も13自治体（31.7％）（2020年4月1日現在）も残され、本土と比べて大きな格差があります。
すべての子どもたちの笑顔のために、都道府県格差をなくし、子どもの医療費助成制度の改善がすすむ
ように下記の事項について実現を求めます。

１．こどもの医療費助成制度を現物給付にした市町村の国保への国庫補助の削減（ペナルティー）は、
すべて廃止してください。 

２．国の制度として中学校卒業まで国の医療費無料制度を早期に実現してください。
　
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

令和2年6月26日

沖縄県南城市議会

あて先　
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣

県道77号線と県道86号線が交差する仲間交差点の改良を求める要
請決議について
県道17号線、湧稲国地区における狭隘箇所の早期改善を求める要請
決議について
南部東道路の早期完成を求める要請決議について中城湾港佐敷地区
沿岸部の住環境悪化への対応を
求める要請決議について
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　日本人の三大疾病の中でも死亡率が最も高い
のががんによる疾病です。
　がん治療は日進月歩で早期発見をすれば治る
確率が高くなっていますが、残念ながら治癒で
きずに終末期を迎える方もいます。
　若くしてがんを発症する方も多くおり、若年
がん患者（20歳から39歳まで）は介護保険制度
の利用対象外となっていることから、制度の隙
間で公的支援が受けられず療養、治療への支障
や経済的、精神的負担を抱えています。
　40歳以上の方ががんになり介護が必要な状態
になると、介護保険の特定疾患に該当し介護保
険のサービス利用が可能となりますが、39歳以
下の方はいまの制度では該当しないため介護保
険サービスを利用できません。
　現行の介護保険制度から漏れてしまう若年者
（20歳から39歳まで）を支援する体制を整備す
る必要性があり、県外では鹿児島県や鹿児島市、
福岡県久留米市、名古屋市などが独自で実施し
ております。しかしながら地方自治体で独自に
実施するには財源が課題であるため県や国にお
いて予算措置を講じて頂き、国が2023年度に策
定する「第4期がん対策推進基本計画」におい
ても若年がん患者（20歳から39歳まで）への支
援策のひとつとして在宅療養制度等を盛り込ん
でいただきたい。
　療養支援体制の充実は、患者が安心して療養
し、自分らしく過ごすために欠かすことができ
ない支援です。
　つきましては下記のとおり若年がん患者の在
宅療養支援の確立をお願い申し上げます。

記

１．若年がん患者（20歳から39歳まで）が介護
が必要となった場合に、安心して介護保険
が利用できるよう介護保険制度の改定を求
める

２．国の介護保険制度が改定されるまで、若年
がん患者が在宅で療養できる支援体制とし
て、福祉サービス利用の助成を行うこと

３．国が2023年度に策定する「第4期がん対策
推進基本計画」において若年がん患者（20
歳から39歳まで）支援策のひとつとして在
宅療養制度を盛り込んでいただきたい

　
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見
書を提出する。

令和2年6月26日

沖縄県南城市議会

あて先　　厚生労働大臣

若年がん患者の在宅療養
支援を求める意見書

　日本人の三大疾病の中でも死亡率が最も高い
のががんによる疾病です。
　がん治療は日進月歩で早期発見をすれば治る
確率が高くなっていますが、残念ながら治癒で
きずに終末期を迎える方もいます。
　若くしてがんを発症する方も多くおり、若年
がん患者（20歳から39歳まで）は介護保険制度
の利用対象外となっていることから、制度の隙
間で公的支援が受けられず療養、治療への支障
や経済的、精神的負担を抱えています。
　40歳以上の方ががんになり介護が必要な状態
になると、介護保険の特定疾患に該当し介護保
険のサービス利用が可能となりますが、39歳以
下の方はいまの制度では該当しないため介護保
険サービスを利用できません。
　現行の介護保険制度から漏れてしまう若年者
（20歳から39歳まで）を支援する体制を整備す
る必要性があり、県外では鹿児島県や鹿児島市、
福岡県久留米市、名古屋市などが独自で実施し
ております。しかしながら地方自治体で独自に
実施するには財源が課題であるため県や国にお
いて予算措置を講じて頂きたい。
　療養支援体制の充実は、患者が安心して療養
し、自分らしく過ごすために欠かすことができ
ない支援です。
　つきましては下記のとおり沖縄県としても若
年がん患者の在宅療養支援の確立をお願い申し
上げます。

記

１．若年がん患者（20歳から39歳まで）が介護
が必要となった場合に、安心して介護保険
が利用できるよう介護保険制度の改定を国
に求めること

２．国の介護保険制度が改定されるまで、若年
がん患者が在宅で療養できる支援体制とし
て、福祉サービス利用の助成を行うこと

　
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見
書を提出する。（以上、決議する。）

令和2年6月26日
沖縄県南城市議会

あて先　
（意見書）沖縄県知事
（決　議）沖縄県議会議長

若年がん患者の在宅療養
支援を求める意見書・決議

　議案第31号「南城市観光振興拠点施設条例に
ついて」は委員会審査の中で、様々な質疑があ
り執行部から答弁をもらったところである。条
例制定後に規則を整理していく答弁もあったが、
議論の中で肝心な料金に関することが規則が出
来ていないとの理由で議論は深まらなかった。
これまでの慣習は理解するが、市民にとって必
要不可欠な議論が中途半端に終わったことは委
員会としても残念である。委員会討議でも、継
続審査にすべきとの意見もあったが、条例を制
定し今後の活用を早めるべきとの意見と附帯決
議を付けることで委員会の意見がまとまった。
よって下記の附帯決議を付す。

記

１．料金徴収の方法について明確な答弁がなかっ
た。

２．使用料金は１日100円と条例にはあるが、
１回につき100円との答弁がある。条例、
規則での整合性を図っていただきたい。

３．市役所駐車場の幹部職員について質疑はな
かったが、無償だった場合有料駐車場を使
用する市民との整合性は図れるのか。

４．減免する団体等が規則に謳われているはず
だが、口頭説明のみで詳細を確認できず議
論不足である。

５．早急に規則を整理し、議会、市民への周知
を図ること。

　以上、決議する。

令和２年６月 26日

南城市議会
あて先　　南城市長

議案第31号  南城市観光振興
拠点施設条例の附帯決議

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う、
国の緊急事態宣言は全面的に解除されたが、再
び感染拡大する懸念もあり、依然として予断は
許されない状況である。
　そのような状況の中、市内保育園、幼稚園、
小中学校の休校や外出自粛、営業自粛等により、
市民生活は大きな影響が生じているところであ
る。
　各種団体からも議会に対し、支援に対する陳
情や要請が提出されているが、声を上げられな
い市民にも大きな影響を与えていることに鑑み
ると、全ての市民及び市内中小企業等の事業者
に対する各種支援については、迅速かつ的確に
講じていくことが求められている。
　よって、本市においては、下記の事項を実現
されるよう強く要望する。

記

１　市民生活の安心・安全を確保し、国や県と
連携した対策を講じること。

２　予算の執行に当たっては、市民生活の安定
を最優先としつつ、様々な状況を勘案した
うえで、引き続き着実に執行すること。

３　市民、事業者に対して、必要かつ十分な支
援を速やかに講じること。

　以上、決議する。

令和２年６月 26日

南城市議会

あて先　　南城市長

新型コロナウイルス感染症
対策に関する要請決議

議会活動・委員会活動

総務福祉
委 員 会

閉会中の継続調査
　調査事件①財政課題について
　　　　　②今後の子育て政策について
　　　　　③自然災害について
　　　　　④公共交通再編について
　　　　　⑤認定こども園について
　　　　　⑥観光振興拠点施設について

産業教育
委 員 会

閉会中の継続調査
　調査事件①財政課題について
　　　　　②自然災害について
　　　　　③教育環境について
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　日本人の三大疾病の中でも死亡率が最も高い
のががんによる疾病です。
　がん治療は日進月歩で早期発見をすれば治る
確率が高くなっていますが、残念ながら治癒で
きずに終末期を迎える方もいます。
　若くしてがんを発症する方も多くおり、若年
がん患者（20歳から39歳まで）は介護保険制度
の利用対象外となっていることから、制度の隙
間で公的支援が受けられず療養、治療への支障
や経済的、精神的負担を抱えています。
　40歳以上の方ががんになり介護が必要な状態
になると、介護保険の特定疾患に該当し介護保
険のサービス利用が可能となりますが、39歳以
下の方はいまの制度では該当しないため介護保
険サービスを利用できません。
　現行の介護保険制度から漏れてしまう若年者
（20歳から39歳まで）を支援する体制を整備す
る必要性があり、県外では鹿児島県や鹿児島市、
福岡県久留米市、名古屋市などが独自で実施し
ております。しかしながら地方自治体で独自に
実施するには財源が課題であるため県や国にお
いて予算措置を講じて頂き、国が2023年度に策
定する「第4期がん対策推進基本計画」におい
ても若年がん患者（20歳から39歳まで）への支
援策のひとつとして在宅療養制度等を盛り込ん
でいただきたい。
　療養支援体制の充実は、患者が安心して療養
し、自分らしく過ごすために欠かすことができ
ない支援です。
　つきましては下記のとおり若年がん患者の在
宅療養支援の確立をお願い申し上げます。

記

１．若年がん患者（20歳から39歳まで）が介護
が必要となった場合に、安心して介護保険
が利用できるよう介護保険制度の改定を求
める

２．国の介護保険制度が改定されるまで、若年
がん患者が在宅で療養できる支援体制とし
て、福祉サービス利用の助成を行うこと

３．国が2023年度に策定する「第4期がん対策
推進基本計画」において若年がん患者（20
歳から39歳まで）支援策のひとつとして在
宅療養制度を盛り込んでいただきたい

　
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見
書を提出する。

令和2年6月26日

沖縄県南城市議会

あて先　　厚生労働大臣

若年がん患者の在宅療養
支援を求める意見書

　日本人の三大疾病の中でも死亡率が最も高い
のががんによる疾病です。
　がん治療は日進月歩で早期発見をすれば治る
確率が高くなっていますが、残念ながら治癒で
きずに終末期を迎える方もいます。
　若くしてがんを発症する方も多くおり、若年
がん患者（20歳から39歳まで）は介護保険制度
の利用対象外となっていることから、制度の隙
間で公的支援が受けられず療養、治療への支障
や経済的、精神的負担を抱えています。
　40歳以上の方ががんになり介護が必要な状態
になると、介護保険の特定疾患に該当し介護保
険のサービス利用が可能となりますが、39歳以
下の方はいまの制度では該当しないため介護保
険サービスを利用できません。
　現行の介護保険制度から漏れてしまう若年者
（20歳から39歳まで）を支援する体制を整備す
る必要性があり、県外では鹿児島県や鹿児島市、
福岡県久留米市、名古屋市などが独自で実施し
ております。しかしながら地方自治体で独自に
実施するには財源が課題であるため県や国にお
いて予算措置を講じて頂きたい。
　療養支援体制の充実は、患者が安心して療養
し、自分らしく過ごすために欠かすことができ
ない支援です。
　つきましては下記のとおり沖縄県としても若
年がん患者の在宅療養支援の確立をお願い申し
上げます。

記

１．若年がん患者（20歳から39歳まで）が介護
が必要となった場合に、安心して介護保険
が利用できるよう介護保険制度の改定を国
に求めること

２．国の介護保険制度が改定されるまで、若年
がん患者が在宅で療養できる支援体制とし
て、福祉サービス利用の助成を行うこと

　
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見
書を提出する。（以上、決議する。）

令和2年6月26日
沖縄県南城市議会

あて先　
（意見書）沖縄県知事
（決　議）沖縄県議会議長

若年がん患者の在宅療養
支援を求める意見書・決議

　議案第31号「南城市観光振興拠点施設条例に
ついて」は委員会審査の中で、様々な質疑があ
り執行部から答弁をもらったところである。条
例制定後に規則を整理していく答弁もあったが、
議論の中で肝心な料金に関することが規則が出
来ていないとの理由で議論は深まらなかった。
これまでの慣習は理解するが、市民にとって必
要不可欠な議論が中途半端に終わったことは委
員会としても残念である。委員会討議でも、継
続審査にすべきとの意見もあったが、条例を制
定し今後の活用を早めるべきとの意見と附帯決
議を付けることで委員会の意見がまとまった。
よって下記の附帯決議を付す。

記

１．料金徴収の方法について明確な答弁がなかっ
た。

２．使用料金は１日100円と条例にはあるが、
１回につき100円との答弁がある。条例、
規則での整合性を図っていただきたい。

３．市役所駐車場の幹部職員について質疑はな
かったが、無償だった場合有料駐車場を使
用する市民との整合性は図れるのか。

４．減免する団体等が規則に謳われているはず
だが、口頭説明のみで詳細を確認できず議
論不足である。

５．早急に規則を整理し、議会、市民への周知
を図ること。

　以上、決議する。

令和２年６月 26日

南城市議会
あて先　　南城市長

議案第31号  南城市観光振興
拠点施設条例の附帯決議

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う、
国の緊急事態宣言は全面的に解除されたが、再
び感染拡大する懸念もあり、依然として予断は
許されない状況である。
　そのような状況の中、市内保育園、幼稚園、
小中学校の休校や外出自粛、営業自粛等により、
市民生活は大きな影響が生じているところであ
る。
　各種団体からも議会に対し、支援に対する陳
情や要請が提出されているが、声を上げられな
い市民にも大きな影響を与えていることに鑑み
ると、全ての市民及び市内中小企業等の事業者
に対する各種支援については、迅速かつ的確に
講じていくことが求められている。
　よって、本市においては、下記の事項を実現
されるよう強く要望する。

記

１　市民生活の安心・安全を確保し、国や県と
連携した対策を講じること。

２　予算の執行に当たっては、市民生活の安定
を最優先としつつ、様々な状況を勘案した
うえで、引き続き着実に執行すること。

３　市民、事業者に対して、必要かつ十分な支
援を速やかに講じること。

　以上、決議する。

令和２年６月 26日

南城市議会

あて先　　南城市長

新型コロナウイルス感染症
対策に関する要請決議

議会活動・委員会活動

総務福祉
委 員 会

閉会中の継続調査
　調査事件①財政課題について
　　　　　②今後の子育て政策について
　　　　　③自然災害について
　　　　　④公共交通再編について
　　　　　⑤認定こども園について
　　　　　⑥観光振興拠点施設について

産業教育
委 員 会

閉会中の継続調査
　調査事件①財政課題について
　　　　　②自然災害について
　　　　　③教育環境について
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し

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
陥
り
ま
し
た
。

　
我
が
沖
縄
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
２
ヶ
月
、
新
規
感
染

者
０
人
の
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
終
息
し
て
ほ
し
い
と
願
う

ば
か
り
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
私
た
ち
の
社
会
生

活
、
経
済
活
動
、
教
育
現
場
等
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
様
変
わ
り
し
た

社
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
６
月
定
例
会
に
お
い
て
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
が
数
多

く
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
の
時
に
お
い
て
は
、今
後
も
迅
速

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
調
査
特
別
委
員
会
で
も
市
民

が
必
要
な
情
報
発
信
と
市
民
が
読
み

た
く
な
る
「
議
会
だ
よ
り
」
の
紙
面

作
り
に
日
々
奮
闘
し
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、「
議
会
だ
よ
り
」
に
対
す
る

要
望
な
ど
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
結
び
に
、市
民
の
皆
様
、今
後
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を

し
っ
か
り
行
う
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

議
会
広
報
委
員
　
宮
平
　
憲
二

市内の風景や自然、おすすめのスポットなど、
南城市の魅力をアピールできる写真を募集します。
皆様の自慢の写真をお待ちしています。

▶ 応募作品は返却しないものとします。
▶ 応募作品は未発表のものに限り、他のコンテスト等と二重応募は不可とします。
▶ 応募者ご本人で撮影したもので、一切加工を施していないものに限ります。
▶ 応募作品の所有権、複製等全ての著作権は南城市議会事務局に帰属するとともに、
南城市議会事務局が行う全ての活動で使用できるものとします。

▶ 人物が写り肖像権が発生した場合、南城市議会事務局ではその責任を負いかねます。
（人物が撮影されている場合は、応募者が責任をもって被写体ご本人に確認を行い、肖像権について承諾を得てください。）

宛先・お問合せ先：南城市議会事務局
E-mail gikai@city.nanjo.okinawa.jp　TEL 098-917-5405　FAX 098-917-5438

応募作品は、下記アドレスへ送信をお願いします。メール本文にタイトル、住所、氏名、
電話番号、撮影場所、撮影年月日をご記入の上、送信して下さい。記載された個人
情報は、応募作品に関する問合わせ等、必要な範囲内で使用します。

　「市議会だより」について、
ご意見・ご感想・ご要望をお
待ちいたしております。下記
までお寄せください。

　皆様が選んだ代表がどのような活動をし、どの
ような発言をしているのか、自分の目で見て、聞い
て確認してみませんか。市政を知る良い機会です。
　次回の定例会は９月に召集される予定です。

市民と議会をつなぐコミュニケーション機関誌

令和２年６月定例会号

2020年８月
第58号

　６月13日（土）に南城市役所および公共駐車場でドライブインシ
アター「シネマピクニック」（主催：株式会社シュガートレイン）が
行われました。約360台の車が参加し、市庁舎に張られたスクリー
ンとFMラジオからの音声で、車の中から映画を楽しみました。公
共駐車場は今定例会で「南城市観光振興拠点施設」として条例整備（議
案第31号・4ページ）もされ、これから多様な利用のされ方が期待
されます。（写真提供：企画部政策調整室）

https://www.city.nanjo.okinawa.jp/shisei/gikai/search/

ご意見・ご感想
あなたも市議会を
傍聴してみませんか？

応募
方法

お写真
待ってます

表紙写真募集

◆ 議案ピックアップ………………２～７
◆ 一般質問…………………………10～19
◆ 意見書・決議……………………20～23

記

編
集
後

https://www.city.nanjo.okinawa.jp/shisei/gikai/live/

　ホームページで議会中継の動画
を公開しています。
　会議名や議員名を指定してご視
聴いただくことが可能です。

　ホームページで議会議事録を公
開しています。
　会議終了後、約3カ月後の公開
となりますことをご了解ください。

議会インターネット中継 議会議事録公開
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